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主
な
内
容

◆福祉のひろば
手話通訳者・要約筆記者
を派遣、児童発達支援セ
ンター「きらり」利用者
募集　ほか …８面

◆健康ガイド
血管若返り教室、マタニ
ティクッキング、インフ
ルエンザ予防接種、健康
講演会　ほか…７・８面

世
帯
と
人
口

２７.１０.１現在

※　世帯数および人口は、住民基本台帳によるものであり、
外国人住民の方を含みます。（　）内は前月比

世帯数 ５７,９０８ （５７増） 男 ５８,３８３ （１９増）
人　口 １１７,８５１ （２９増） 女 ５９,４６８ （１０増）

◆催し
第２９回こがねいパレット、
ボランティアの資質向上
に関する三市・学芸大連
携講座　ほか …１０～１２面

◆お知らせ
防犯カメラの設置及び運用に関する
条例を施行、臨時福祉給付金の申請
はお済みですか、生け垣造成奨励金
を交付　ほか …３～６、１１・１２面

第三小学第三小学校校総合防災訓総合防災訓練練
10月 25 日（ 日 ） 午前９時 ～ 1 1時 45 分

% %%%%%%%%%%%%%%

　

市
で
は
、　

月　

日
（
日
）
に
、
総
合
防
災

１０

２５

訓
練
を
第
三
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。
（
雨
天

の
場
合
は
規
模
を
縮
小
し
決
行
。
警
報
等
が
発

令
さ
れ
た
場
合
は
中
止
）

　

こ
の
訓
練
は
、
市
内
の
関
係
防
災
機
関
や
市

民
が
一
体
と
な
っ
て
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
地
域
ぐ
る
み
の
防

災
対
策
を
実
施
し
、
防
災
行
動
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ

た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
災
害
に
対
す
る
心
構

え
と
、
家
庭
で
の
防
災
対
策
を
怠
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
家
庭
で
も
防
災
対
策
や
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

訓
練
開
始
は
、
市
内　

か
所
の
防
災
行
政
無

５４

線（
屋
外
放
送
無
線
）で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な

お
、放
送
内
容
は
、自
動
音
声
応
答
サ
ー
ビ
ス
＝

☎　

儿　

儿
９
９
０
０
で
確
認
で
き
ま
す
。

０４２

３８７

問
合
先　

地
域
安
全
課
防
災
消
防
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
０
７
）

３８７

訓練の想定 10月25日（日）午前９時に、多摩地方に震度６弱以上の
大地震が発生し、市北東部地域に大きな被害が発生

 　

午
前
９
時
の
防
災
行
政
無
線
を
合
図

に
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
へ
の
参
加
や
、
消

火
器
の
設
置
、
水
の 
汲 
み
置
き
、
食
糧
や

く

医
薬
品
の
備
蓄
な
ど
、
日
常
の
防
災
対
策

に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 　

午
前
９
時
の
防
災
行
政
無
線
を
合
図

に
、
地
域
で
定
め
ら
れ
た 
一  
時 
集
合
場
所

い
っ 
と
き

に
い
っ
た
ん
集
ま
っ
た
方
は
第
三
小
学
校

へ
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
あ
と
、
第
三

小
学
校
に
直
接
集
ま
っ
た
方
は
そ
の
ま

ま
、
体
験
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

体
験
訓
練
終
了
後
、
関
係
防
災
機
関
が

連
携
し
た
消
防
活
動
実
働
訓
練
を
実
施
し

家
庭
で
の
訓
練

会
場
で
の
訓
練

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
機
関
に
よ
る
地
震
時
の

広
報
展
示
が
あ
り
ま
す
。

訓
練
時
間
・
内
容　

左
図
の
と
お
り

第三小学校での訓練時間・内容
内　　　容時　間

各家庭　防災行政無線等を合図に行動開始
渇防災対策について話し合い
渇シェイクアウト

９：００

終了１１：４５

各自で避難訓練
煙体験訓練

　訓練会場
での防災訓

練とは異なり、それぞれの場所でそれぞれの人が
一斉に「まず低く、頭を守り、動かない」等の安
全確保行動を行う防災訓練です。地震が起きたと
きは、まず身の安全を守ることが大事です。いざ
というときの
ため、この機
会にご参加く
ださい。

シェイクアウトとは

ほかほかでで

【
梶
野
公
園
】

　

梶
野
公
園
で
は
、
災
害
時
に

助
け
合
え
る
よ
う
な
知
り
合

い
、
顔
見
知
り
を
増
や
す
場
と

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
梶
野
公

園
ま
つ
り
第
５
回
防
災
・
交
流

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

内　

容　

▽
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
取
扱
訓
練　

▽
か
ま
ど
ベ
ン

チ
に
よ
る
防
災
食
の
炊
き
出
し

▽
煙
体
験
訓
練　

▽
Ａ
Ｅ
Ｄ
取

扱
訓
練　

▽
応
急
給
水
訓
練　

▽
減
災
講
座
な
ど

そ
の
他　

▽
防
災
イ
ベ
ン
ト
終

了
後
も
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
午

後
３
時
ま
で
実
施　

▽
雨
天
時

は
婦
人
会
館
で
一
部
実
施

【
都
立
小
金
井
公
園
】

　

都
立
小
金
井
公
園
の
防
災
に

お
け
る
役
割
お
よ
び
地
域
と
の

連
携
強
化
等
の
た
め
、
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

こ
ど
も
の
広
場
南
側

内　

容　

▽
防
災
ト
イ
レ
組
立

訓
練　

▽
か
ま
ど
ベ
ン
チ
実
演

▽
三
角
き
ん
の
使
い
方
講
習　

▽
防
災
あ
か
り
作
り
体
験　

▽

持
ち
出
し
品
な
あ
に
？
ゲ
ー
ム

▽
初
期
消
火
訓
練
な
ど

そ
の
他　

雨
天
中
止

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

集
合
時
間　

午
前
９
時
の
防
災

行
政
無
線
を
合
図
に
、
地
域
で

定
め
ら
れ
た
一
時
集
合
場
所
に

い
っ
た
ん
集
ま
っ
て
か
ら
、
ま

た
は
直
接
、
各
公
園
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

小 金 井 消 防 署
小 金 井 市 消 防 団
小 金 井 警 察 署
東京都水道局立川給水管理事務所
陸 上 自 衛 隊
東 京 電 力 ㈱ 武 蔵 野 支 社
東 京 ガ ス ㈱ 多 摩 支 店
Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本 東 京 武 蔵 野 支 店
小 金 井 市 医 師 会
小 金 井 歯 科 医 師 会
小 金 井 市 薬 剤 師 会
小 金 井 市 整 復 師 会
小 金 井 市 獣 医 師 会
小 金 井 市 社 会 福 祉 協 議 会
小 金 井 市 赤 十 字 奉 仕 団
小 金 井 市 ス カ ウ ト 協 議 会
小 金 井 市 ア マ チ ュ ア 無 線 ク ラ ブ
東京消防庁災害時支援ボランティア
小 金 井 防 火 女 性 の 会
小金井市民生委員児童委員協議会
小 金 井 市 障 害 者 福 祉 セ ン タ ー
障 害 者 就 労 支 援 セ ン タ ー
小 金 井 市 介 護 事 業 者 連 絡 会
梶 野 公 園 サ ポ ー タ ー 会 議
東 京 都 公 園 協 会
小 金 井 市 自 主 防 災 組 織
町会・自治会（市北東部地域）等

訓 練 実 施 機 関 等
梶
野
公
園
・
都
立

小
金
井
公
園
で
も

防
災
訓
練
を
実
施

　小金井市消防団では、第四分
団の団員を募集しています。ま

た、平成２８年４月に消防団員の改選を行います。入団
方法等詳しくはお問い合わせください。
資格等要件　市内在住・在勤で、入団日時点１８歳以上
の方
問合先　地域安全課防災消防係（☎０４２−３８７−９８０７）

消防団員募集

梶野公園
東小金井駅

都立小金井公園

障害者福祉
センター

五日市街道

北大通り

東
大
通
り

梶
野
通
り浴

恩
館
通
り 第三小学校

 

渇初期消火訓練　（スタンドパイプ・可搬
ポンプ）
渇救出救助訓練（救助器具取扱）
渇応急救護訓練　（AED・包帯法取扱）など
※　上履き持参、防災スタンプラリー実施
（景品あり）

 

体験訓練'
)

(
*

++++
++++

消防活動実働訓練'
)

(
*

+++++++
+++++++

９：３０

１１：１０

一時集合場所９：１０

地域の方

避難訓練
煙体験訓練
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安
全
で
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に

は
、
ま
ち
全
体
を
災
害
に
強
い

構
造
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
大
地
震

に
備
え
て
自
分
の
住
宅
の
耐
震

診
断
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
耐

震
補
強
を
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

特
に
、
昭
和　

年
以
前
に
着

５６

工
し
た
住
宅
は
、
耐
震
性
の
基

準
が
緩
や
か
な
時
期
に
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
耐
震
診
断

等
が
必
要
で
す
。

【
耐
震
診
断
費
用
の
助

成
】

　

市
内
の
一
定
の
要
件
を
満
た

す
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
要

し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
事
前
に
相

談
カ
ー
ド
の
提
出
が
必
要
で

す
。

対
象
と
な
る
建
築
物　

昭
和　
５６

年
５
月　

日
以
前
に
着
工
し
た

３１

市
内
に
存
す
る
一
戸
建
て
の
木

造
住
宅
で
、
自
己
の
所
有
で
現

に
自
ら
の
住
居
と
し
て
使
用
し

て
い
る
木
造
住
宅

助
成
金
額　

５
万
円
を
上
限

に
、
耐
震
診
断
費
用
の
３
分
の

２
以
内
（
千
円
未
満
は
切
り
捨

て
）

【
耐
震
改
修
費
用
の
助

成
】

　

市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
の
所

有
者
が
耐
震
診
断
を
行
い
、
診

断
に
基
づ
き
耐
震
改
修
を
行
う

場
合
に
、
改
修
に
要
し
た
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・・

改
修
費
用
の
助

改
修
費
用
の
助
成成

　

ご
利
用
の
際
は
、
事
前
の
申

請
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
建
築
物　

耐
震
診

断
を
行
っ
た
結
果
、
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
し
な
い
住
宅

で
、
市
の
定
め
る
基
準
に
適
合

し
た
耐
震
改
修
を
行
っ
た
住
宅

助
成
金
額　
　

万
円
を
上
限

３０

に
、
耐
震
改
修
費
用
の
３
分
の

１
以
内
（
千
円
未
満
は
切
り
捨

て
）們

們
◇
共　

通
◇
們
們

調
査
機
関　

㈳
東
京
都
建
築
士

事
務
所
協
会
南
部
支
部
の
会
員

お
よ
び
東
京
都
木
造
住
宅
耐
震

診
断
事
務
所
登
録
制
度
実
施
要

綱
に
基
づ
く
耐
震
診
断
事
務
所

を
指
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他

▽　

申
請
額
が
予
算
額
に
達
し

た
時
点
で
受
け
付
け
を
終
了

し
ま
す
。

▽　

そ
の
他
に
も
助
成
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
木
造
住
宅
耐
震
診
断
お

よ
び
耐
震
改
修
業
者
に

つ
い
て
】

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
お

よ
び
耐
震
改
修
助
成
を
利
用
す

る
場
合
、
耐
震
診
断
の
実
施
調

査
機
関
は
、
㈳
東
京
都
建
築
士

事
務
所
協
会
南
部
支
部
の
会
員

と
東
京
都
木
造
住
宅
耐
震
診
断

事
務
所
登
録
制
度
に
登
録
し
て

い
る
調
査
機
関
の
み
と
な
り
ま

す
の
で
、
市
が
そ
れ
以
外
の
業

者
を
推
薦
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修

に
つ
い
て
は
、
個
人
と
業
者
間

の
契
約
に
な
り
ま
す
の
で
、
市

が
特
定
の
業
者
を
推
薦
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 　

申
込
方
法
等
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 　

木
造
住
宅
の
安
全
に
対
す
る

不
安
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、

耐
震
性
の
向
上
と
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
耐
震

性
等
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
日
時　

原
則
毎
月
第
２
木

曜
日
午
後
１
時　

分
～
４
時　

３０

３０

分
（
１
件
１
時
間
以
内
）

相
談
場
所　

市
役
所
第
二
庁
舎

５
階　

会
議
室

５０１

相
談
内
容　

▽
構
造
一
般
相
談

▽
耐
震
性
相
談
（
主
に
設
計
の

妥
当
性
の
確
認
）
▽
図
面
お
よ

び
計
算
書
の
再
確
認
等

対　

象　

市
内
在
住
で
、
市
内

に
木
造
住
宅
を
所
有
し
て
い
る

方相
談
員　

㈳
東
京
都
建
築
士
事

務
所
協
会
南
部
支
部
会
員

申
込
方
法　

相
談
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直

接
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅

係
へ
。

  
木
造
住

木
造
住
宅宅

無
料
簡
易
耐
震
診

無
料
簡
易
耐
震
診
断断

木
造
住
宅
耐
震
相

木
造
住
宅
耐
震
相
談談

!

#

"

$

%%%%%%

%%%%%%

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進

課
住
宅
係
（
市
役
所
第
二
庁

舎
５
階
☎　

儿　

儿
９
８
６

０４２

３８７

１
）

ま
ち
全
体
を
災
害
に
強
い
構
造
に

安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全
でででででででででで
安安安安安安安安安安
心心心心心心心心心心
しししししししししし
てててててててててて
住住住住住住住住住住
みみみみみみみみみみ
続続続続続続続続続続
けけけけけけけけけけ
らららららららららら
れれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるる
まままままままままま
ちちちちちちちちちち
にににににににににに
すすすすすすすすすす
るるるるるるるるるる
たたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめ

安
全
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
ににににににににににに

大
地
震
に
備
え

大
地
震
に
備
え
てて

　

災
害
時
に
は
、「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
の
連
携
が
自
分
や
地
域
の

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
早
期
に

復
旧
・
復
興
す
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
で
す
。

▽　

自
助
＝
自
ら
の
身
は
自
分
で

守
る
こ
と
で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら

災
害
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ

け
、
災
害
に
対
す
る
準
備
を
し

ま
し
ょ
う
。

▽　

共
助
＝
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
こ
と
で
す
。

消
火
や
救
出
を
真
っ
先
に
行
え

る
の
は
地
域
の
皆
さ
ん
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
連
携
の
た

め
、
ふ
だ
ん
か
ら
ご
近
所
と
交

流
し
ま
し
ょ
う
。

▽　

公
助
＝
市
を
は
じ
め
と
し
た

行
政
機
関
な
ど
が
行
う
応
急
対

策
の
こ
と
で
す
。

　

ふ
だ
ん
か
ら
、
自
助
・
共
助
・

公
助
を
意
識
し
て
、
備
蓄
や
地
域

の
交
流
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

 　

大
地
震
な
ど
が
発
生
し
た
と
き

は
、
即
時
に
市
や
消
防
署
、
警
察

署
、
消
防
団
な
ど
の
関
係
防
災
機

関
が
連
携
し
、
災
害
救
助
や
被
害

拡
大
防
止
な
ど
の
防
災
活
動
を
行

重
要
な
役
割
を
担
う
消
防
団

い
ま
す
。

　

中
で
も
消
防
団
は
、
地
域
住
民

の
有
志
で
組
織
さ
れ
、
本
業
を
も

つ
か
た
わ
ら
、
奉
仕
の
精
神
に
よ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
や
財

産
な
ど
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問

わ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

 　

市
内
で
火
災
が
発
生
し
た
場

合
、
市
民
へ
の
警
報
を
目
的
に
、

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
１
日
（
１
月
を
除

く
。
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の
場
合

は
、
翌
日
以
降
の
最
初
の
平
日
）

の
午
前
８
時
に
は
、
広
く
火
災
予

防
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
サ
イ
レ
ン
に
ご
理
解
を

 　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
協
力
し
合
っ
て
災
害
か
ら

地
域
を
守
る
た
め
、
自
主
的
に
結

成
す
る
組
織
で
す
。
役
割
分
担
や

運
営
な
ど
は
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
計
画
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
、
そ
の
育

成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
町
会
や

自
治
会
な
ど
が
組
織
の
中
心
と
な

っ
て
、
地
域
防
災
の
核
と
な
る
よ

う
な
自
主
防
災
組
織
を
作
り
ま
し

ょ
う
。

　

な
お
、
こ
の
組
織
は
、
お
お
む

ね　

世
帯
以
上
で
構
成
す
る
も
の

２５０
と
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
満
た
な
い

自
主
防
災
組
織
を

作
り
ま
し
ょ
う

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

避難地区・避難場所一覧
広域避難場所一時避難場所避難する対象の町・丁目地区名

都立武蔵野公園、
都立野川公園、国
際基督教大学高校

東中学校、第二中学校、南小学校東町１・２・５丁目、中町１・４丁目
（はけ北側除く）、前原町２丁目

ひがし
地区

東京農工大学、栗
山公園第一小学校、東小学校

東町３・４丁目、中町２・３丁目（同
１・４丁目はけ北側含む）、本町１丁
目

なか
地区

都立小金井公園

第三小学校、梶野公園、東京電機大
学中学・高校、緑小学校、緑中学校、
法政大学緑町グラウンド、第二小学
校、第一中学校、上水公園運動施設
グラウンド

梶野町全域、関野町全域、緑町全域、
桜町全域、本町２・３・４丁目

みどり
地区

東京学芸大学
本町小学校、中央大学附属中学・高
校、第四小学校、都立多摩科学技術
高校

本町５・６丁目（前原町３丁目はけ北
側含む）、貫井北町全域、貫井南町３
丁目

きた
地区

多磨霊園前原小学校、南中学校
前原町１・３・４・５丁目（同３丁目
はけ北側除く）、貫井南町１・２・
４・５丁目

みなみ
地区

▷　 一  時 避難場所＝ようすを見るため、とりあえず避難する場所です。正確な情報を得て、地域ぐるみで活動を行う拠点です。
いっ とき

▷　広域避難場所＝火災が広範囲に及んだとき、熱や煙、有毒ガスなどから身の安全を確保する延焼危険のない場所です。
▷　各地区の「避難する対象の町・丁目」の区割りは目安です。自宅から最寄りの避難場所へ避難してください。

町
会
や
自
治
会
な
ど
で
は
、
合
同

で
一
つ
の
自
主
防
災
組
織
を
作
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

 　

総
合
防
災
訓
練
当
日
、
訓
練
会

場
内
に
無
線
局
を
設
置
し
情
報
伝

達
通
信
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
電
波
伝
搬
状
況
を
把
握

す
る
た
め
、
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア

局
と
の
交
信
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
各
局
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
周
波
数
は　

メ
ガ
ヘ
ル

４３８

ツ
帯
、
電
波
型
式
は
Ｆ
３
Ｅ
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

小
金
井
市
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

ク
ラ
ブ
（JJ1
Y
EA

   
 
  
）
か
ら

お
知
ら
せ



27・10・153

　

月　

日
木
～　

日
土

１０

２２

３１

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　

山
本
修
司
氏
が
、
平
成　

年
第

２７

教
育
長
に
山
本
修
司
氏
を
再
任

３
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

議
会
の
同
意
を
得
て
、
教
育
長
に

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は　

月
１
日
～
平

１０

成　

年
９
月　

日
の
３
年
間
で

３０

３０

す
。

　
　

歳
、
町
田
市
在
住

６５

　

放
置
自
転
車
を
な
く
す
た
め

に
、
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、　

月　

日

１０

２２

（
木
）
～　

日
（
土
）
に
、
各
種

３１

団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
駅

前
で
実
施
し
ま
す
。
「
私
の
１
台

ぐ
ら
い
な
ら
」
と
思
う
気
持
ち
が

放
置
の
始
ま
り
で
す
。
よ
り
良
い

環
境
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
次

の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽　

駅
の
近
く
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
健
康
の
た
め
に
歩
き
ま
し

ょ
う
。

▽　

駅
ま
で
バ
ス
利
用
で
き
る
方

は
、
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

 　

自
転
車
等
を
放
置
す
る
こ
と
を

禁
止
し
て
い
る
区
域
で
、
駅
周
辺

お
お
む
ね　

㍍
以
内
で
す
。

５００

　

駅
周
辺
で
は
、
連
日
、
放
置
自

転
車
等
の
撤
去
を
し
て
い
ま
す
。

放
置
自
転
車
を
な
く
す
た
め
、
日

ご
ろ
か
ら
、
警
察
、
地
元
住
民
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 　

撤
去
し
た
自
転
車
等
は
、
次
の

と
お
り
引
き
渡
し
ま
す
。

　

引
き
取
り
が
な
い
場
合
は
、
お

お
む
ね
２
か
月
を
経
過
し
た
あ

と
、
処
分
し
ま
す
。

【
引
渡
日
時
】

　

月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
の
午
後

１
時
～
５
時
、
火
曜
・
木
曜
・
土

曜
・
日
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（　

月　

日
～
１
月
３
日
を

１２

２９

除
く
）

【
引
渡
場
所
】

　

貫
井
北
町
第
２
自
転
車
保
管
所

放
置
禁
止
区
域
と
は

撤
去
し
た
自
転
車
等
の 

引
き
渡
し

（
貫
井
北
町
３
儿　

儿　

）

２３

１３

【
撤
去
手
数
料
】

　

自
転
車
＝
千　

円
、
原
動
機
付

５００

自
転
車
＝
３
千
円

【
持
参
す
る
物
】

　

本
人
も
し
く
は
代
理
人
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許

証
、
保
険
証
等
）
、
撤
去
手
数
料

※　

所
有
者
以
外
の
方
が
引
き
取

る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で

す
。

 　

自
転
車
等
の
乱
暴
な
運
転
で
歩

行
中
に
危
険
な
目
に
遭
っ
た
、
マ

ナ
ー
が
悪
く
不
愉
快
な
思
い
を
し

た
な
ど
の
苦
情
が
、
市
に
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
を
利

用
す
る
と
き
は
、
次
の
ル
ー
ル
を

守
り
、
歩
行
者
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽　

自
転
車
は
、
乗
れ
ば
車
と
同

じ
で
す
。
人
は
右
側
、
車
は
左

側
の
交
通
ル
ー
ル
の
と
お
り
、

左
側
通
行
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽　

歩
道
を
通
行
す
る
と
き
は
、

歩
行
者
が
優
先
で
す
。
歩
行
者

が
い
る
場
合
は
、
歩
行
者
の
通

行
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

▽　

交
差
点
で
は
出
会
い
頭
の
事

故
が
多
発
し
ま
す
。
一
時
停
止

の
と
こ
ろ
は
必
ず
止
ま
り
、
左

右
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽　

２
人
乗
り
や
ジ
グ
ザ
グ
運
転

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽　

夜
間
の
無
灯
火
運
転
は
、
危

険
で
す
。
自
転
車
を
利
用
す
る

と
き
は
、
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

▽　

自
転
車
運
転
中
に
携
帯
電
話

交
通
ル
ー
ル
を 

　
　

守
り
ま
し
ょ
う

を
使
用
す
る
こ
と
は
、
危
険
で

す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽　

自
転
車
を
運
転
す
る
際
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
よ
う
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

 　

駅
周
辺
に
自
転
車
等
で
お
越
し

の
際
は
、
自
転
車
駐
車
場
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。
（
左
表
）

 　

利
用
方
法
等
は
、
各
自
転
車
駐

車
場
ま
た
は
指
定
管
理
者
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　
０４２

３８３

儿
６
１
４
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

交
通
対
策
課
交
通
対
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
５
０
）

０４２

３８７

自
転
車
駐
車
場
の 

　
　
　
　

ご
利
用
を

一時利用可能な自転車駐車場
受付時間自転車駐車場名

午前６時３０分～午後８時
（年末年始を除く）武蔵小金井北第１武蔵小金井

地区 全　日武蔵小金井南第２
午前８時３０分～午後１０時３０分武蔵小金井南第７

全　日
東小金井北第１・８東小金井

地区 東小金井南第３
東小金井駅西側高架下Ｂ

午前６時３０分～午後８時
（年末年始を除く）新小金井西第１新小金井

地区

　
　
　

駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第　

回
３２

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
権

利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
や
運
用
に
つ
い
て

の
ル
ー
ル
を
定
め
た
同
条
例
を
、

　

月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

１１
　

同
条
例
で
は
、
市
、
商
店
会
、

町
会
等
が
、
犯
罪
の
予
防
を
目
的

と
し
て
、
道
路
や
公
園
等
の
公
共

の
場
所
に
向
け
て
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
場
合
の
義
務
等
を
定
め

て
い
ま
す
が
、
義
務
の
対
象
と
な

ら
な
い
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
者
に

つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
基
本
原

則
を
遵
守
し
て
、
適
正
な
設
置
お

よ
び
運
用
に
努
め
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
で
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
主
な
内
容
】

▽　

設
置
運
用
基
準
を
策
定
し
、

市
長
に
届
け
出
る
こ
と

▽　

撮
影
対
象
区
域
を
明
確
に

し
、
管
理
責
任
者
を
置
く
な
ど

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

▽　

画
像
等
の
漏
え
い
、
滅
失
、

盗
難
、
紛
失
等
が
生
じ
な
い
よ

う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

▽　

法
令
等
に
定
め
が
あ
る
場
合

等
を
除
き
、
画
像
等
の
設
置
目

的
以
外
へ
の
利
用
ま
た
は
第
三

者
へ
の
提
供
を
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と

問
合
先　

地
域
安
全
課
地
域
安
全

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
６
）

０４２

３８７

 
〈（
仮
称
）新
福
祉
会
館
建
設 

検
討
委
員
会
委
員
〉

　

市
で
は
、
（
仮
称
）
新
福
祉
会

館
建
設
の
建
設
計
画
お
よ
び
基
本

設
計
の
策
定
に
当
た
り
、（
仮
称
）

新
福
祉
会
館
建
設
検
討
委
員
会
を

設
置
し
ま
す
。

　

委
員
は
、
公
募
市
民
、
学
識
経

験
者
、
関
係
団
体
の
代
表
者
等
を

含
め
て　

人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

１３

　

こ
の
た
び
、
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員　

４
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
平
成　

年　

月　

日
現
在

２７

１０

３０

　

歳
以
上
の
方

１８任　

期　

委
嘱
日
～
平
成　

年　
２８

１０

月　

日
３１

応
募
方
法　
　

月　

日
（
消
印
有

１０

３０

効
）
ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
作
文
（　

字
以

４００

内
・
課
題
＝
「
（
仮
称
）
新
福
祉

会
館
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
」）・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、地
域
福
祉
課
へ
。

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

委
員
募
集

要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
９
１
５ 
　

儿　

儿
２

３８７

０４２

３８４

５
２
４
）

〈
男
女
平
等
推
進
審
議
会 

委
員
〉

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
に
男
女
平
等
推
進
審
議
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
は
、
市
民
公
募
５
人
以

内
お
よ
び
学
識
経
験
者
５
人
以
内

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴
い

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

５
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
平
成　

年
１
月　

日
現
在

２８

２３

　

歳
以
上
の
方

１８任　

期　

委
嘱
日
か
ら
２
年
間

（
任
期
中　

回
程
度
開
催
）

１１

応
募
方
法　
　

月
５
日
（
必
着
）

１１

ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
、
小
論
文
（　

字
以

８００

内
・
課
題
＝
「
小
金
井
市
の
男
女

平
等
や
男
女
共
同
参
画
を
す
す
め

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
」
）・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
企
画
政
策
課
男

女
共
同
参
画
室
へ
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
・
市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
５
３ 
　

儿　

儿
１

３８７

０４２

３８７

２
２
４
）

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
会
で
、
論
文
に
よ
る
審

査
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
選
考

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
論
文
は
、
選
考

後
返
却
し
ま
す
。

選
考
基
準　

必
要
な
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

▽
す
で
に
市
が
設
置
し

て
い
る
附
属
機
関
等
の
委
員
の
方

は
、
原
則
と
し
て
一
つ
ま
で
し
か

他
の
附
属
機
関
の
委
員
を
兼
ね
る

FAXFAX

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
臨
時

的
・
時
限
的
に
設
置
さ
れ
る
附
属

機
関
等
は
、
そ
の
他
に
一
つ
に
限

り
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
）

▽
市
の
関
係
者
を
除
く
。

 　

福
祉
会
館
の
閉
館
に
伴
い
、
公

民
館
と
合
同
で
福
祉
会
館
で
行
っ

て
い
る
事
業
等
に
対
す
る
市
の
見

解
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
配
布
予
定
の
、
福

祉
会
館
、
公
民
館
本
館
の
代
替
施

設
と
な
る
集
会
施
設
・
公
民
館
各

館
の
一
覧
は
、
福
祉
会
館
お
よ
び

公
民
館
各
館
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
活
動
場
所
の
検
討
材

料
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

と　

き　

①　

月　

日
（
木
）
午

１０

２９

後
６
時
～
８
時
②　

月
１
日

１１

（
日
）
午
後
１
時
～
３
時

※　

①
②
と
も
同
内
容
で
す
。

と
こ
ろ　

①
市
民
会
館
・
萌
え
木

ホ
ー
ル
②
福
祉
会
館
５
階

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

そ
の
他　

▽
保
育
あ
り
（
お
や
つ

等
持
参
）
▽
手
話
通
訳
あ
り

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
１
５
）

０４２

３８７

 　

長
期
計
画
審
議
会
で
は
、
市
の

将
来
像
「
み
ど
り
が
萌
え
る
・
子

ど
も
が
育
つ
・
き
ず
な
を
結
ぶ　

小
金
井
市
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、

第
４
次
基
本
構
想
・
後
期
基
本
計

画
（
案
）
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
同
計
画
（
案
）
を

作
成
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日
（
日
）
午
後

１０

２５

２
時
～
４
時　

分
（
１
時　

分
開

３０

４５

場
） 福

祉
会
館
の
今
後
の
方
向
性

に
関
す
る
説
明
会
の
開
催

第
４
次
基
本
構
想
・
後
期

基
本
計
画（
案
）に
関
す
る

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

と
こ
ろ　

商
工
会
館
２
階
大
会
議

室対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

そ
の
他　

▽
保
育
あ
り
（
１
歳
以

上
の
未
就
学
児
。
６
人
。
要
事
前

申
込
）
▽
手
話
通
訳
あ
り

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
０
）

０４２

３８７

 　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る

影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
臨
時
福

祉
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
に
は
、
７
月
末
に
申
請
書
等

を
送
付
し
ま
し
た
。

申
請
期
限　

平
成　

年
１
月　

日

２８

１５

（
消
印
有
効
）

支
給
対
象
者　

平
成　

年
１
月
１

２７

日
現
在
、
小
金
井
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
方
。
た
だ
し
、
課
税
さ

れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等
や
生

活
保
護
費
等
の
受
給
者
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

給
付
額　

１
人
に
つ
き
６
千
円

申
請
方
法　

申
請
書
等
を
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
市
役
所
第
二
庁
舎
８

階　

会
議
室
で
も
受
け
付
け
て
い

８０２
ま
す
。
申
請
書
等
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

市
臨
時
福
祉
給
付
金
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
儿　
００

儿
９
９
９
２
）

 　

整
備
工
事
の
た
め
、
次
の
期
間

の
利
用
を
中
止
し
ま
す
。

期　

間　
　

月
２
日
（
月
）
～　

１１

３０

日
（
月
）

問
合
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係（
☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）

０４２

３８６

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

上
水
公
園
運
動
施
設

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利
用
中
止

防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
及
び
運
用
に

関
す
る
条
例
を
施
行
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　８月分の燃やすごみ１人１日当たり排出量は、２６６.０ｇとなり、目標値（２８１.８ｇ）を１５.８ｇ下
回る結果となりました。
　落ち葉や 剪 定枝の排出が増える時期です。市では、家庭で剪定した枝木・雑草類・落ち葉を、

せん

事前のお申し込みにより、無料で回収しています。出し方等は次のとおりです。
　なお、枝木・粗大受付センターにお申し込みいただいて回収した枝木等は、チップ化され、 堆 

たい

肥等に資源化しています。
　燃やすごみの減量・資源化の推進のため、剪定枝の回収にご協力をお願いします。
【出し方】
渇　枝木は長さ１ｍ以内で、１本の太さ１５㎝以内の枝をひもでくくり、直径３０㎝以内の束にする。
渇　落ち葉、雑草、生垣などを剪定した葉っぱは、透明または半透明の４５ℓ以内の袋に入れる。
【申　込】
　電話またはファクスで枝木・粗大受付センター（☎０４２−３８７−９８２９＝月曜～金曜日午前８時３０
分～午後５時１５分、 ０４２−３８７−０４４４）へ。
※　ファクスでの
受け付けは枝木
類のみで、粗大
ごみの申し込み
はできません。
※　２袋までの落
ち葉のみ、燃や
すごみの日に申
し込みなしで出
すこともできま
す。

FAX

1か月の燃やすごみ地区別
1人1日当たりの排出量 （単位：g）

地　　区
火・金地区 247.2 281.8 △34.6

武蔵小金井 東小金井

8月 目標量 増減量

市内全域

266.0 281.8 △15.8

増減量8月 目標量
燃やさない
ごみ

（市内全域） 32.0 34.4 △2.4
目標量 増減量8月

月・水・木・土地区 283.2 281.8 1.4 目標より
増えちゃった

やった
減量成功

○１７６

 ◆◆各種審議会等の開催日程◆◆ ※　保育あり（要事前申込）

問合先内　容ところと　き名　称
生涯学習課生涯学習係
（☎０４２−３８７−９８７９）生涯学習推進計画について　ほか市役所第二庁舎

８階８０１会議室
１０月１６日（金）
９：００〜社会教育委員の会議

地域安全課地域安全係
（☎０４２−３８７−９８０６）

こがねいし安全・安心あいさつ運動秋
季推進月間経過報告　ほか

前原暫定集会施
設２階Ｂ会議室

１０月２１日（水）
１０：００〜

第２６回安全・安心まちづく
り協議会

公民館本館
（☎０４２−３８３−１１８４）公民館事業について　ほか公民館本館学習

室Ａ・Ｂ
１０月２２日（木）
１０：００〜第２回公民館運営審議会

総務課情報公開係
（☎０４２−３８７−９９２６）

個人情報保有等届け出の報告、諮問に
ついて

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

１０月２２日（木）
１８：００〜

情報公開・個人情報保護審
議会

保育課保育係
（☎０４２−３８７−９８４６）

公立園の現状確認と保護者が求める事
業について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

１０月２３日（金）
１９：３０〜

公立保育園運営協議会
（※）

生涯学習課文化財係
（☎０４２−３８７−９８７９）市史編さん活動について市役所第二庁舎

８階８０１会議室
１０月２６日（月）
１０：００〜市史編さん委員会

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）総合戦略（素案）について市役所西庁舎２

階第五会議室
１０月２６日（月）
１８：００〜

第３回まち・ひと・しごと
創生総合戦略等検討委員会

健康課健康係
（☎０４２−３２１−１２４０）食育推進計画について　ほか保健センター大

会議室
１０月２７日（火）
１５：１５〜食育推進会議

子育て支援課子育て支援係
（☎０４２−３８７−９８３６）

平成２７年度の計画の進ちょく状況や実
施状況の評価等について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

１０月２７日（火）
１９：００〜子ども・子育て会議（※）

交通対策課交通対策係
（☎０４２−３８７−９８５０）

会長、副会長の互選およびＣｏＣｏバス
における諸問題について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

１０月２８日（水）
１０：００〜地域公共交通会議

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）

小金井市教育・文化の振興に関する総
合的施策の大綱（案）について　ほか

市役所本庁舎３
階第一会議室

１０月２８日（水）
１１：００〜第３回総合教育会議

介護福祉課介護保険係
（☎０４２−３８７−９８２２）

会長、副会長の互選および平成２６年度
介護保険特別会計決算等

前原暫定集会施
設１階Ａ会議室

１０月２８日（水）
１７：３０〜介護保険運営協議会

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８２６）行財政改革の推進について市役所第二庁舎

８階８０１会議室
１０月２８日（水）
１８：３０〜第２回行財政改革市民会議

ごみ対策課減量推進係
（☎０４２−３８７−９８３５）

平成２８年度一般廃棄物処理計画の諮問
等について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

１０月２９日（木）
１８：００〜廃棄物減量等推進審議会

庶務課庶務係
（☎０４２−３８７−９８７２）

平成２７年度奨学生および奨学資金の運
営状況について　ほか

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

１０月３０日（金）
１５：００〜奨学資金運営委員会

地域安全課防災消防係
（☎０４２−３８７−９８０７）

小金井市消防災害支援隊の創設につい
て

市役所本庁舎３
階第一会議室

１０月３０日（金）
１８：３０〜消防団運営審議会

経済課産業振興係
（☎０４２−３８７−９８３１）推進目標、施策等について前原暫定集会施

設１階Ａ会議室
１１月２日（月）
１５：００〜

産業振興プラン策定委員会
（※）

　

家
を
新
築
、
建
て
替
え
を
し
た

場
合
は
、
建
物
に
住
居
番
号
（
○

番
○
号
）
を
付
定
し
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
住
所

付
定
に
は
１
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま

す
。
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
は
、
名
称
の
届
け
出
も
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
名
称
を
変
更

し
た
場
合
も
同
様
で
す
。

　

な
お
、
増
改
築
を
し
た
方
も
、

出
入
口
な
ど
の
変
更
に
よ
っ
て
住

居
番
号
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
居
表
示
板
（
住
所
の
番
号
）

が
破
損
し
て
お
困
り
の
場
合
、
無

料
で
作
成
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
市
役

所
第
二
庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
３
０
）

 　

新
築
（
増
改
築
）
家
屋
は
、
建

築
し
た
年
の
翌
年
度
か
ら
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
課
税
の

２８

た
め
に
、
平
成　

年
１
月
２
日
以

２７

降
、
新
築
お
よ
び
増
改
築
し
た
家

新
築
（
増
改
築
）
家
屋
の

調
査
に
ご
協
力
を

屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
、
市
の
調
査
員
（
固
定

資
産
評
価
補
助
員
）
が
、
事
前
に

日
程
を
調
整
の
う
え
伺
い
ま
す
。

　

調
査
員
は
、
職
員
証
明
書
等
を

提
示
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

調
査
内
容　

屋
根
や
外
壁
・
各
部

屋
の
内
装
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る

資
材
や
設
備
の
状
況
を
調
査
し
ま

す
。

問
合
先　

資
産
税
課
家
屋
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
１
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
家
屋
の
取
り
壊
し
の

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
課
税

事
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
家

屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
ご
連

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

は
ご
連
絡
を

絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
取
り
壊
し
た
家
屋
に

は
、
翌
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
。

問
合
先　

資
産
税
課
家
屋
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
１
）

０４２

３８７

 　

み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
生
け
垣
を
造
成
す
る
場

合
、
次
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

造
成
す
る
生
け
垣
は
、
長
さ
３

㍍
以
上
で
高
さ
が
１
㍍
以
上
あ

り
、
幅
員
４
㍍
以
上
の
道
路
ま
た

は
幅
員
４
㍍
未
満
の
道
路
で
道
路

の
中
心
か
ら
２
㍍
後
退
し
て
い
る

生
け
垣
造
成
奨
励
金
を
交
付

災
害
に
も
強
い

生
け
垣
を
お
勧
め
し
ま
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

【
助
成
内
容
】

　

新
た
に
造
成
す
る
生
け
垣
は
、

１
㍍
に
つ
き
、
造
成
費
の
２
分
の

１
（
限
度
額
１
万　

円
）
の
奨
励

５００

金
を
交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
１

戸
あ
た
り
の
限
度
額
は
、　

万
円

２１

と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
取
り

壊
し
て
生
け
垣
を
造
成
す
る
場

合
、
１
㍍
に
つ
き
、
造
成
費
の
２

分
の
１
（
限
度
額
１
万
５
千
円
）

の
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。
た
だ

し
、
１
戸
当
た
り
の
限
度
額
は
、

　

万
円
と
し
ま
す
。

３０
　

造
成
ま
た
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

取
り
壊
し
を
行
う
際
は
、
必
ず
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

環
境
政
策
課
緑

と
公
園
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４

階
☎　

儿　

儿
９
８
６
０
）

０４２

３８７

 
と　

き　
　

月　

日
（
金
）
午
後

１０

３０

３
時
～
４
時　

分
３０

と
こ
ろ　

商
工
会
館
２
階
会
議
室

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１００

申　

込　
　

月　

日
（
消
印
有

１０

２６

効
）
ま
で
に
、
電
話
、
郵
送
、
フ

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

に
関
す
る
事
業
者
向
け

合
同
説
明
会

ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
・
事
業
者
名
・
担
当
者
氏
名
・

参
加
人
数
・
連
絡
先
を
、企
画
政
策

課
企
画
政
策
係
（
〒　

儿
８
５
０

１８４

４
住
所
不
要
☎　

儿　

儿
９
８
０

０４２

３８７

０ 
　

儿　

儿
１
２
２
４
死s0

1

０４２

３８７

0
1
9
9
@
ko
gan
ei-sh

i.jp

）
へ
。

※　

こ
の
事
業
は
、
武
蔵
野
税
務

署
、
武
蔵
野
年
金
事
務
所
、
三

鷹
職
業
安
定
所
、
武
蔵
野
市
、

三
鷹
市
、
小
金
井
市
の
共
催
事

業
で
す
。

FAX

 　

平
成　

年
第
４
回
小
金
井
市
議

２７

会
定
例
会
を
、　

月
２
日
（
月
）

１１

か
ら
開
催
し
ま
す
。

　

原
則
、
午
前　

時
か
ら
、
本
会

１０

議
は
議
場
（
市
役
所
本
庁
舎
４

階
）
、
委
員
会
は
第
一
会
議
室

（
同
３
階
）
で
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
や
市
の

重
要
案
件
が
ど
の
よ
う
に
審
議
・

市
議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

決
定
さ
れ
て
い
く
か
な
ど
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
傍
聴
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

市
議
会
の
傍
聴
は
ど
な
た
で
も

で
き
ま
す
が
、
議
会
事
務
局
で
簡

単
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
議
会
の
日
程
、
議
案
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

議
会
事
務
局
（
市
役
所

本
庁
舎
４
階
☎　

儿　

儿
９
９
４

０４２

３８７

７
）

　

町
会
長
・
自
治
会
長
と
し
て
、

多
年
に
わ
た
り
地
域
自
治
の
振
興

に
尽
力
し
た
次
の
方
が
、
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

受
賞
月
日　
　

月
１
日

１０

▽　

角
之
倉
弘
至
氏（
貫
井
南
町
。

元
・
弁
天
通
り
自
治
会
会
長
）

▽　

田
村
芳
壽
氏
（
中
町
。
元
・

親
交
会
会
長
）

都
知
事
表
彰

都
知
事
表
彰

都
知
事
表
彰

都
知
事
表
彰

U
U

U
U
U
U
U
U

新
築
新
築
・・

建
て
替
え
等

建
て
替
え
等
をを

し
た
と
き
は
住

し
た
と
き
は
住
所所

付
定
の
手
続
き

付
定
の
手
続
き
をを
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子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

　

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※　

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※　

☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０６４

　

へ
。

０００

 　

毎
年　

月
は
「
子
ど
も
・
若
者

１１

育
成
支
援
強
調
月
間
」
で
す
。

　

小
金
井
市
の
青
少
年
の
健
全
な

環
境
を
守
る
協
力
員
お
よ
び
関
係

機
関
が
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成

青
少
年
育
成
環
境
改
善
活
動

を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
立
て

看
板
、 
貼 
り
紙
な
ど
を
撤
去
・
除

は

去
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
火
）
午
前

１０

２７

　

時
～　

時　

分
（
雨
天
中
止
）

１０

１１

３０

実
施
区
域　
　

武
蔵
小
金
井
駅
・

JR

　

東
小
金
井
駅
・
西
武
多
摩
川
線

JR

新
小
金
井
駅
周
辺
、
市
内
主
要
幹

線
道
路

関
係
機
関　

小
金
井
警
察
署
、
東

京
電
力
㈱
武
蔵
野
支
社
ほ
か

問
合
先　

児
童
青
少
年
課
児
童
青

少
年
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

７
）
、
道
路
管
理
課
道
路
管
理
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
４
９
）

０４２

３８７

 　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
出

産
・
死
亡
に
当
た
り
、
次
の
よ
う

な
給
付
が
あ
り
ま
す
。

〈
出
産
育
児
一
時
金
〉

支
給
対
象　

妊
娠　

日
以
上
の
出

８５

産
が
対
象
で
す
。
（
死
産
、
流
産

の
場
合
で
も
支
給
）

　

た
だ
し
、
１
年
以
上
社
会
保
険

の
本
人
で
あ
っ
た
方
が
、
国
民
健

国
民
健
康
保
険

出
産
育
児
一
時
金
・

葬
祭
費
等
を

ご
存
じ
で
す
か

康
保
険
の
資
格
取
得
か
ら
６
か
月

以
内
に
出
産
し
た
場
合
は
、
以
前

加
入
し
て
い
た
社
会
保
険
か
ら
支

給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額　
　

万
円

４５

※　

出
産
育
児
一
時
金
直
接
支
払

制
度
を
ご
利
用
の
場
合
は
そ
の

差
額
が
振
込
額
と
な
り
ま
す
。

必
要
書
類
等　

印
鑑
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
母
子
健
康
手

帳
（
死
産
、
流
産
の
場
合
は
医
師

の
証
明
書
）
、
通
帳
な
ど
振
込
先

が
わ
か
る
も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

の
場
合
は
必
ず
通
帳
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
）
、
直
接
支
払
を
利
用
す

る
（
ま
た
は
利
用
し
な
い
）
こ
と

に
関
す
る
医
療
機
関
と
の
合
意
文

書
、
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
等

【
出
産
育
児
一
時
金
直
接
支
払

　

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

市
が　

万
円
を
上
限
と
し
て
、

４２

出
産
育
児
一
時
金
を
病
院
や
助
産

所
に
直
接
支
払
う
こ
と
で
、
被
保

険
者
が
、
出
産
時
に
医
療
機
関
に

支
払
う
際
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
出
産
す
る
予

定
の
病
院
や
助
産
所
で
手
続
き
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
直
接
、

病
院
や
助
産
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
出
産
育
児
一
時
金
貸
付

　

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

出
産
予
定
日
の
１
か
月
前
か
ら

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
請
後
１
週
間
程
度
で
指
定
金

融
機
関
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

〈
葬
祭
費
〉

支
給
対
象　

被
保
険
者
が
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
と
き
、
葬
祭
を
行

っ
た
方
に
支
給
し
ま
す
。
（
葬
祭

日
か
ら
２
年
以
内
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
）

　

た
だ
し
、
社
会
保
険
の
本
人
で

あ
っ
た
方
が
、
国
民
健
康
保
険
の

資
格
取
得
か
ら
３
か
月
以
内
に
死

亡
し
た
場
合
は
、
以
前
加
入
し
て

い
た
社
会
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額　

５
万
円

必
要
書
類
等　

印
鑑
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
申
請
者
が
葬

祭
を
行
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

（
領
収
書
等
）
、
通
帳
な
ど
振
込

先
が
わ
か
る
も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
の
場
合
は
必
ず
通
帳
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
）

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

申
請
・
問
合
先　

保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係
（
市
役
所
第
二
庁

舎
２
階
☎　

儿　

儿
９
８
３
３
）

０４２

３８７

 　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

を
対
象
に
、
次
の
支
援
を
行
っ
て

ひ
と
り
親
家
庭
の

母
ま
た
は
父
の
就
業
を

支
援

い
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
制
限
等
の
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
相
談
が
必

要
で
す
。

【
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
】

　

就
業
に
必
要
な
教
育
訓
練
講
座

を
受
講
す
る
場
合
、
受
講
料
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

【
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
】

　

就
職
に
有
利
な
資
格
（
国
家
試

験
）
を
取
得
す
る
た
め
、
修
業
期

間
２
年
以
上
の
養
成
機
関
で
修
学

す
る
場
合
、
一
定
期
間
の
経
済
的

支
援
を
し
ま
す
。

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３

０４２

３８７

６
）

 　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
、
親
と
一

緒
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
子

ど
も
を
一
定
期
間
、
家
庭
に
迎
え

て
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
す
養
育
家

養
育
家
庭
（
ほ
っ
と
フ
ァ

ミ
リ
ー
）
体
験
発
表
会

庭
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
制
度
の
説
明
、
養
育
家
庭

体
験
発
表
、
個
別
相
談
等
を
行
い

ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
後

１０

２２

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
８
階

　

会
議
室

８０１申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

東
京
都
小
平
児
童
相
談

所
（
☎　

儿　

儿
３
７
１
１
）
、

０４２

４６７

市
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎　

儿　

儿
３
１
６
１
）

０４２

３２１

 　

リ
ズ
ム
遊
び
、
離
乳
食
の
話
、

同
じ
地
域
の
方
と
の
交
流
等
を
通

じ
て
育
児
を
学
び
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
、　

１１

１２

２６

日
（
木
）
午
前　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

４
～
５
か
月
児
と
保
護

者申　

込　

電
話
ま
た
は
直
接
、
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎　
０４２

儿　

儿
３
１
４
１
＝
月
曜
・
日
曜

３２１
日
を
除
く
）
へ
。

 

エ
ン
ジ
ェ
ル
教
室

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
消

費
生
活
相
談
窓
口
検
索

に
は
ご
用
心
！

　

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
や
架
空

請
求
で
高
額
な
料
金
を
請
求
さ

れ
た
と
い
う
相
談
が
毎
年
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
急
い
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
検

索
し
、
公
的
機
関
だ
と
思
い
相

談
し
た
ら
、
料
金
を
請
求
さ
れ

た
と
い
う
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
。

事
例
１

　

ア
ダ
ル
ト
情
報
サ
イ
ト
の
ワ

ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
で
被
害
に
あ

っ
た
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
調
べ

て
相
談
し
た
ら
探
偵
業
者
だ
っ

た
。
業
者
の
請
求
ど
お
り
払
え

ば
、
本
当
に
請
求
が
来
な
い
よ

う
に
し
て
く
れ
る
の
か
。

事
例
２

　

架
空
請
求
の
相
談
を
し
よ
う

と
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
と
思
い
電
話
し
た

と
こ
ろ
司
法
書
士
事
務
所
で
、

相
談
は
有
料
だ
と
言
わ
れ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

▽　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
消
費

生
活
相
談
窓
口
や
ア
ダ
ル
ト

サ
イ
ト
な
ど
の
事
業
者
名
を

検
索
す
る
と
、
探
偵
業
者
や

消
費
者
被
害
救
済
を
う
た
う

業
者
が
検
索
結
果
の
上
位
に

コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

消
費
生
活
相
談
室

☎
042―

384―

４
９
９
９

表
示
さ
れ
ま
す
。
公
的
機
関

を
推
測
さ
せ
る
名
称
の
業
者

が
表
示
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

業
務
内
容
や
資
格
（
探
偵

業
、
司
法
書
士
、
行
政
書
士
、

弁
護
士
等
）
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
電
話
す
る
前

に
、
表
示
内
容
が
事
実
か
、

料
金
が
必
要
か
、
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
（
行
政
の
相
談
窓

口
は
無
料
で
す
。
）

▽　

探
偵
業
者
が
報
酬
を
得
て

「
連
絡
が
来
な
い
よ
う
に
す

る
」
、
「
お
金
を
取
り
戻
し

て
あ
げ
る
」
な
ど
、
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
等
の
事
業
者
と
直

接
交
渉
す
る
こ
と
は
弁
護
士

法
に
抵
触
し
、
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
契
約

書
に
は
限
ら
れ
た
業
務
内
容

や
漠
然
と
し
た
記
載
が
多

く
、
成
果
を
約
束
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽　

契
約
の
意
思
確
認
が
不
十

分
な
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
や

身
に
覚
え
の
な
い
架
空
請
求

の
場
合
、
事
業
者
に
連
絡
を

取
ら
な
い
、
よ
う
す
を
見
る

の
が
原
則
で
す
。

▽　

救
済
を
う
た
う
窓
口
に
慌

て
て
電
話
す
る
前
に
、
消
費

生
活
相
談
室
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
室
が
開
い
て

い
な
い
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

に
早
急
に
相
談
し
た
い
時
は

「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
局
番
な
し
）
１
８
８
番
」

へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で

も
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
に
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

来
春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る

予
定
の
児
童
の
就
学
時
健
康
診

断
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
児
童
の
保
護
者

に
は
、
「
就
学
時
健
康
診
断
の

お
知
ら
せ
」
を　

月
９
日
に
郵

１０

送
し
ま
し
た
。
届
か
な
い
場
合

は
、
至
急
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

外
国
籍
の
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
で
、
市
立
小
・
中
学
校
へ

の
就
学
を
希
望
す
る
方
は
、
事

前
に
、
学
務
課
へ
申
請
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お

り対　

象　

平
成　

年
４
月
２
日

２１

～　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

２２
児
童

問
合
先　

学
務
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
７
階
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

７
４
）

ところと　き

第一小学校１０月２８日（水）

第四小学校１０月３０日（金）

南 小 学 校１１月９日（月）

前原小学校１１月１０日（火）

本町小学校１１月１１日（水）

第二小学校１１月１２日（木）

東 小 学 校１１月１９日（木）

緑 小 学 校１１月２５日（水）

第三小学校１１月２６日（木）

※　受付＝午後１時５０分～２時
３０分、健診＝午後２時～３時
３０分

来
春
小
学
校
入
学
予
定
の
児
童
を
対
象
に

就
学
時
健
康
診
断
を
実
施

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
国
民
健

３０

７５

康
保
険
被
保
険
者
の
方
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者
の

方
の
人
間
ド
ッ
ク
等
の
受
診
費
用

を
、
一
部
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額　

▽
人
間
ド
ッ
ク
（
日

帰
り
の
み
）
＝
１
万
６
千
円　

▽

脳
ド
ッ
ク
＝
２
万
円　

▽
簡
易
脳

ド
ッ
ク
＝
１
万
円

利
用
方
法　

下
表
の
検
査
機
関
に

予
約
後
、
受
診
日
の
３
日
前
ま
で

に
国
民
健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
印
鑑

を
持
参
し
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

予
約
時
に
、
小
金
井
市
で
国

民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
を
申
し
出
て
、
受
診
費
用

の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

▽
同
一
年
度
内
に
、
人

間
ド
ッ
ク
の
補
助
と
市
が
実
施
す

る
健
康
診
査
（
特
定
健
康
診
査
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診

査
）
の
両
方
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
▽
人
間
ド
ッ
ク
の
健

診
結
果
は
、
市
が
実
施
す
る
健
康

診
査
の
結
果
と
し
て
使
用
し
ま

す
。
▽
国
民
健
康
保
険
税
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞
納

者
は
利
用
制
限
が
あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
合
先　

保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係
（
市
役
所
第
二
庁

舎
２
階
☎　

儿　

儿
９
８
３

０４２

３８７

３
）
、
高
齢
者
医
療
係
（
同
２
階

☎　

儿　

儿
９
８
３
４
）

０４２

３８７

電話番号区　分病　院　名

０４２−４６１−００５２人間ドック、
脳ドック

公立昭和病院
（小平市花小金井８−１
−１）

０４２−３８３−４１１１人間ドック桜町病院
（桜町１−２−２０）

０４２２−３２−３１１１
人間ドック、
脳ドック、
簡易脳ドック

武蔵野赤十字病院
（武蔵野市境南町１−２６
−１）

０４２−３８３−５５１１人間ドック小金井太陽病院
（本町１−９−１７）

０４２−３８４−００８０人間ドック武蔵小金井クリニック
（本町５−１９−３３）

０４２−３８６−３７５７人間ドック

小金井つるかめクリニッ
ク
（本町６−１４−２８アクウ
ェルモール３階）

０４２−３８２−３８８８人間ドック
東小金井さくらクリニッ
ク
（東町４−３７−２６）

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ククククククククククククククククククククククククククククククククク
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
ををををををををををををををををををををををををををををををををを
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補

人
間
ド
ッ
ク
等
の
費
用
の
一
部
を
補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
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こ
こ
に
記
載
の
な
い
行
事
や
各

行
事
の
詳
細
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
公
立

小
・
中
学
校
に
配
布
し
て
い
る

「
毎
月
の
た
よ
り
」
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
各
館
共
通

 

＝
未
就
学
児
対
象
（
保
護
者
同

伴
）

 

＝
小
学
生
対
象

 

＝
中
学
生
対
象

 

＝
高
校
生
世
代
対
象

◎
共
通
休
館
日

　

日
曜
日
、
３
日
（
祝
）
、　

日
２３

（
祝
）
、　

日
（
月
）

３０

今
月
の
お
も
ち
ゃ
病
院　

東
児
童

館
＝
４
日
（
水
）
。
貫
井
南
児
童

館
＝　

日
（
水
）
。
い
ず
れ
も
午

１８

前　

時
～
午
後
１
時
、
１
件　

円

１０

１００

 焼
き
芋
と
綱
引
き　
　

日
（
土
）

２１

午
後
１
時
～
３
時
、
雨
天
中
止
。

都
立
武
蔵
野
公
園
く
じ
ら
山
。
ア

ル
ミ
ホ
イ
ル
に
包
ん
だ
さ
つ
ま
い

も
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
を
持
参
、

動
き
や
す
く
ぬ
れ
て
も
良
い
服
装

で
。
高
校
生
世
代
以
上
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
中
、
貫
井
南
児
童
館

へ
。
 乳

幼
児
の
つ
ど
い 
　

毎
週
月
曜

日
は
０
～
２
歳
児
交
流
会
。
９
日

は
歯
磨
き
講
座
。
毎
週
水
曜
日
は

１
歳
児
交
流
会
。　

日
は
誕
生
日

２５

会
。
毎
週
木
曜
日
は
０
歳
児
交
流

会
。　

日
は
誕
生
日
会
。
い
ず
れ

２６

も
午
前　

時
～
午
後
２
時
。
交
流

１０

会
は
正
午
ま
で
。　

日
（
土
）
は

１４

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う
。
１
歳
未
満

□未□小□中□高

□未

の
乳
児
ふ
れ
あ
い
遊
び
。
１
歳
以

上
の
歌
・
音
・
身
体
遊
び
。
午
前

　

時
～
正
午

１０ご
き
げ
ん
よ
う
劇
場
！
大
き
な
絵

本
の
読
み
聞
か
せ 
 
　
　

日
１２

（
木
）
午
後
３
時　

分
か
ら

１５

利
用
者
懇
談
会　
　

日
（
火
）
午

１０

後
４
時　

分
か
ら
。　

日
（
金
）

２０

１３

午
後
４
時　

分
か
ら

３０

 常
設
子
育
て
ひ
ろ
ば 
　

月
曜
～

土
曜
日
午
前　

時
～
午
後
４
時
。

１０

２
日
（
月
）
は
誕
生
日
会
、
会
食

参
加　

円
。
４
日
（
水
）
は
お
は

７０

な
し
会
。　

日
（
土
）
は
お
と
う

１４

さ
ん
も
い
っ
し
ょ
。　

日
（
火
）

１７

は
手
遊
び
。
い
ず
れ
も
午
前　

時
１１

か
ら
。　

日
（
水
）
は
く
り
の
み

１１

保
育
園
ミ
ニ
講
座
、
冬
の
過
ご
し

方
。　

日
（
月
）は
リ
ズ
ム
遊
び
。

１６

い
ず
れ
も
午
前　

時　

分
か
ら
。

１０

３０

　

日
（
土
）
は
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

２１ジ
、
午
前　

時
か
ら
、
２
～　

か

１１

１１

月
の
乳
児
と
保
護
者
、　

組
（
多

１０

数
抽
選
）
、　

月　

日
～　

日
に

１０

２０

３０

申
し
込
み
（
電
話
可
）

焼
き
芋
ま
つ
り　
　

日
（
水
）
午

１８

後
３
時
か
ら
、
ぬ
れ
新
聞
紙
と
ア

ル
ミ
ホ
イ
ル
に
包
ん
だ
さ
つ
ま
い

も
１
本
を
持
参

お
は
な
し
会 
 
　
　

日
（
木
）

２６

午
後
３
時　

分
か
ら

３０

専
門
相
談
事
業　
　

日
（
火
）
は

１７

思
春
期
相
談
。
９
日
（
月
）
は
子

育
て
相
談
。
い
ず
れ
も
午
前　

時
１０

～
午
後
２
時
（
随
時
受
付
）

中
・
高
校
生
世
代
あ
つ
ま
れ　
！！

「
ぷ
れ
い
す
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｊ
Ｉ
」 

 
　

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
～
８

時
。
４
日
は
ひ
が
じ
ベ
ー
カ
リ
ー

③
、
あ
ま
ー
い
パ
ン
、　

円
。　
１００

２５

日
は
ひ
が
じ
革
工
房
、　

円
１００

 乳
幼
児
の
つ
ど
い 
　

毎
週
月
曜

日
は
１
歳
児
交
流
会
。
毎
週
水
曜

日
は
０
歳
児
交
流
会
。
毎
週
木
曜

□未
□小

□未

□未
□小

□中

□高

□未

日
は
０
～
２
歳
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
、　

日
は
誕
生
日
会
と
昼
食
会

２６

「
焼
き
い
も
」
、
午
前　

時
ま
で

１１

に
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
包
ん
だ
さ
つ

ま
い
も
を
持
参
（
雨
の
場
合
、
ふ

か
し
芋
）
。
い
ず
れ
も
午
前　

時
１０

　

分
～
午
後
２
時

３０に
こ
に
こ
キ
ッ
ズ
工
作 
　
　

日
２６

（
木
）
午
後
３
時
か
ら
、
キ
ラ
キ

ラ
モ
ビ
ー
ル
作
り
、
３
～
５
歳
児

と
保
護
者
、　

組
（
多
数
抽

１０

選
）
、　

月　

日
ま
で
に
申
し
込

１０

２８

み
（
電
話
可
）

利
用
者
懇
談
会　
　

日
（
木
）
午

１２

前　

時　

分
か
ら

１０

３０

中
・
高
校
生
世
代
の
ス
ペ
ー
ス
＠

ヌ
ク
イ 
 
　
　

日
（
金
）
、　

１３

２７

日
（
金
）
午
後
４
時
～
８
時
は
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
。　

日
は
ド
ラ

１３

ム
・
ス
ク
ー
ル
、
午
後
５
時
～
７

時
、
５
人
（
申
込
順
）
。　

日
は

２７

本
場
山
形
仕
込
み
の
芋
煮
会
、
午

後
５
時　

分
～
７
時
、　

人
（
申

３０

１５

込
順
）
、　

円
。
い
ず
れ
も　

月

１００

１０

　

日
か
ら
申
し
込
み
（
電
話
可
）

１９サ
タ
デ
ィ
・
ス
ク
エ
ア 
 
　

土

曜
日
に
育
成
室
を
グ
ル
ー
プ
貸

出
、
要
事
前
申
込
（
電
話
可
）

バ
ン
ド
ス
タ
ジ
オ
貸
出 
 
　

グ

ル
ー
プ
、
個
人
い
ず
れ
も
可
、
要

事
前
申
込
（
電
話
可
）

 ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン 
　

月
曜
～
金

曜
日
午
前　

時
～
午
後
３
時

１０

※　

緑
児
童
館
は
改
修
工
事
の
た

め
、　

月
４
日
（
水
）
か
ら
休

１１

館
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 □未

□中
□高

□中
□高

□中
□高

□未

月
の
じ
ど
う
か
ん

月
の
じ
ど
う
か
ん

月
の
じ
ど
う
か
ん

1111

11
月
の
相
談
日

ところ・問合先と　き相談名
広報秘書課広聴係（市役所第二
庁舎１階☎０４２−３８７−９８１８）

月曜〜金曜日
（市役所執務時間内）市 民 相 談

渇ところ＝市民相談室
渇予約が必要です。
渇法律相談、交通事故相談、外
国人相談は、１０月１６日から、
直接または電話で受け付け。

　法律相談は各日とも６人
渇その他の相談は、相談日の当
日午前９時〜正午に、直接ま
たは電話で受け付け

渇広報秘書課広聴係（☎０４２−
３８７−９８１８）へ予約してくだ
さい。

１１月１７日　November１７
午前１０時〜正午
１０：００am−１２：００am

 外  国  人  相  談 
がい こく じん そう だん

（English）

午前９時
〜正午

１１月５・１０・１２・１７・
１９・２４・２６日法 律 相 談

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
か
ら

３０

１１月１１・２５日税 務 相 談

１１月１６日人 権 ・
身の上相談

１１月４日建築・登記・
表示登記相談

１１月１９日行 政 相 談

１１月１８日相続等暮らしの
書類作成相談

１１月１０日交通事故相談

渇ところ＝市民相談室
渇企画政策課男女共同参画室
（☎０４２−３８７−９８５３）へ予約し
てください。

１１月６・１３・２０・２７日
午後１時３０分〜４時３０分
※　保育あり（１歳以上の未就学
児。１か月前までに要事前申
込）

女性総合相談
（夫婦・家族・
人間関係）

子育て支援課（市役所第二庁舎
３階☎０４２−３８７−９８３６）

月曜〜金曜日
（市役所執務時間内）

母子（ひとり
親）・女性相談

教育相談所（本町６−５−３シ
ャトー小金井別館３階☎０４２−
３８４−２５０８）

月曜〜土曜日
午前９時〜午後４時３０分教 育 相 談

経済課（市役所第二庁舎４階☎
０４２−３８４−４９９９）

月曜〜金曜日
午前９時３０分〜午後４時
（正午〜午後１時を除く）

消費生活相談

労働相談情報センター国分寺事
務所（国分寺市南町３−２２−１０
☎０４２−３２１−６１１０）

月曜〜金曜日
午前９時〜午後５時労 働 相 談

ところ・問合先と　き相談名

渇小金井きた地域包括支援センター
（桜町１−９−５☎０４２−３８８−２４４０）

渇小金井みなみ地域包括支援センター
（前原町５−３−２４☎０４２−３８８−８４００）

渇小金井ひがし地域包括支援センター
（中町２−１５−２５☎０４２−３８６−６５１４）

渇小金井にし地域包括支援センター
（貫井北町２−５−５☎０４２−３８６−７３７３）

月曜〜土曜日
午前９時〜午後５時３０分

高齢者介護
相 談

火曜日＝小金井ひがし地域
包括支援センター
第２木曜日＝小金井みなみ
地域包括支援センター
第４木曜日＝小金井きた地
域包括支援センター
いずれも午後１時３０分〜４
時３０分
※　電話で各地域包括支援
センターへ予約してくだ
さい。

高齢者向け
住宅改修相談

まちづくり推進課住宅係（市役所第二
庁舎５階☎０４２−３８７−９８６１）へ１週間
前までに予約してください。

第２木曜日
午後１時３０分〜４時３０分

木 造 住 宅
耐 震 相 談

シルバー人材センター（貫井北町１−
８−２１☎０４２−３８３−６１４１）

第１・２木曜日
午前１０時〜正午
（午前１０時までに来所の方）

シルバー人材
セ ン タ ー
入 会 相 談

ふれ愛センター（福祉会館１階☎０４２
−３８７−１２３４）

月曜〜金曜日
（第１・３火曜日を除く）
午前９時〜午後４時

福祉機器相談

福祉オンブズマン事務局（福祉会館２
階☎ ＝０４２−３８３−１２２５）へ予約して
ください。

FAX水曜日午後１時〜５時福祉サービス
苦情・相談

渇ボランティア・市民活動センター
（福祉会館２階相談室☎０４２−３８７−
００１１）
渇予約制（１日２組まで）

第２土曜日
午前１０時〜午後１時

ひきこもり
相 談

自立相談サポートセンター（福祉会館
４階☎０４２−３８６−０２９５）

月曜〜金曜日
午前８時３０分〜午後５時

生活困窮者
自 立 相 談

【
東
京
一
日
合
同
行
政
相
談
所
】

と　

き　
　

月　

日
（
火
）
午
前

１０

２７

　

時
～
午
後
４
時

１０と
こ
ろ　
　

新
宿
駅
西
口
広
場
イ

ＪＲ

ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

【
小
金
井
市
の
行
政
相
談
】

　

相
談
は
匿
名
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

相
談
内
容　

年
金
・
保
険
・
国

税
・
登
記
・
道
路
・
郵
便
・
旅
客

運
輸
関
係
な
ど

行
政
相
談
員

▽　

橋
本
洽
祚
さ
ん
（
☎　

儿　
０４２

３８８

儿
０
０
７
５
）

▽　

小
野
寺
孝
成
さ
ん
（
☎
０
４

２
２
儿　

儿
２
７
８
３
）

５６

▽　

林
潤
子
さ
ん
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８３

９
３
７
０
）

問
合
先　

広
報
秘
書
課
広
聴
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
８
）

０４２

３８７

 
募
集
戸
数

①　

一
般
世
帯
向
け
１
戸
＝
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
の

３
階
部
分
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な

し
）・
約　

平
方
㍍

６０

②　

車
い
す
使
用
者
世
帯
向
け
１

戸
＝
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３

階
建
て
の
１
階
部
分
・
約　

平
６２

方
㍍

所
在
地　

桜
町
２
儿
８
儿　
１３

家　

賃　

①
２
万
８
千　

円
～
５

５００

万
６
千
円
②
２
万
９
千　

円
～
５

３００

万
７
千　

円
（
い
ず
れ
も
収
入
に

５００

よ
り
異
な
り
ま
す
）

入
居
予
定
日　
　

月
中
旬

１２

申
込
条
件　

次
の
す
べ
て
を
満
た

す
方 市

営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集

　

月　

日

１０

１９

　
　
　

〜　

日
は

２５

秋
の
行
政
相

秋
の
行
政
相
談談

週週
間間

▽　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
成
年

者
（　

歳
未
満
の
既
婚
者
を
含

２０

む
）
の
う
ち
、
平
成　

年
５
月

２７

１
日
以
前
か
ら
市
内
に
居
住
ま

た
は
勤
務
し
て
い
る
こ
と

▽　

同
居
親
族
が
い
る
こ
と

▽　

世
帯
の
所
得
が
所
得
基
準
内

で
あ
る
こ
と

▽　

市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▽　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

▽　

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▽　

②
は
、
世
帯
員
の
う
ち
少
な

く
と
も
１
人
が
老
人
世
帯
ま
た

は
障
が
い
者
世
帯
の
要
件
に
該

当
し
、
車
い
す
を
恒
常
的
に
使

用
し
て
い
る
こ
と

申
込
書
等
配
布
・
申
込
受
付　
　
１０

月　

日
（
木
）
～　

日
（
金
）
の

１５

３０

午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時
（
正

３０

午
～
午
後
１
時
、
土
曜
・
日
曜
日

を
除
く
）
に
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
）で
。

※　

申
込
書
等
は
、
管
財
課
（
市

役
所
本
庁
舎
１
階
）
、
夜
間
・

休
日
は
施
設
管
理
室
（
同
１

階
）
で
も
配
布
し
ま
す
。

そ
の
他　

申
込
多
数
の
場
合
、
抽

選
は　

月　

日
（
金
）
午
前　

時

１１

１３

１０

か
ら
、
市
役
所
第
二
庁
舎
８
階　
８０１

会
議
室
で
行
い
ま
す
。

申
込
方
法　

受
付
期
間
中
に
、
募

集
案
内
に
同
封
し
て
い
る
申
込
書

等
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

提
出
の
際
に
来
庁
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
は
、
申
込
書
・
は

が
き
・
返
信
用
封
筒
（　

円
切

８２

手
を 
貼 
っ
た
も
の
）を
同
封
し
、

は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住

宅
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
☎　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７



27・10・157
　

健
康
で
過
ご
す
た
め
に
は
、
生

活
習
慣
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
歯

科
衛
生
士
か
ら
そ
の
コ
ツ
を
学

び
、
運
動
指
導
士
の
指
導
で
楽
し

く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１１

２８

９
時　

分
～
午
後
０
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　
　

～　

歳
の
方

２０

６４

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

そ
の
他　

指
先
で
血
管
年
齢
測
定

を
行
い
ま
す
。

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１０

１５

で
健
康
課
へ
。

 　

お
口
の
ケ
ア
は
、
ご
家
庭
で
歯

と
口
の
健
康
を
い
か
に
維
持
し
て

い
く
か
な
ど
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

子
ど
も
た
ち
や
ご
家
族
が
生
活
習

慣
と
し
て
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
に
頼
ら
な
い

お
口
の
ケ
ア
方
法
や
、
お
口
の
ケ

ア
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
知
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

世
の
中
に
あ
ふ
れ
る
う
そ
、
本

当
を
見
極
め
て
、
子
ど
も
た
ち
の

歯
と
口
の
健
康
を
手
に
入
れ
ま
し

ょ
う
。

と　

き　
　

月　

日
（
水
）
午
後

１１

１８

１
時　

分
～
３
時

３０
市
民
公
開
講
座

歯
ブ
ラ
シ
だ
け
じ
ゃ
な
い

歯
と
口
の
健
康
法

儿
子
ど
も
の
生
活
習
慣
か
ら

　

見
直
そ
う
！

健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

   問合先　健康課害害各種事業案内 各種事業案内 害害
内　容ところと　き

▷身体測定、育児および保健・栄養相談
▷母乳相談（公民館東分館のみ）
▷歯科相談（公民館東分館のみ）
▷身体測定のみも可。気軽に直接会場へお越
しください。

公民館貫井南
分館

１１月４日（水）
１３：３０〜１５：３０

乳幼児健康相談
（のびのび広場相談）

公民館東分館１１月１８日（水）
１３：３０〜１５：３０

福祉会館１１月２４日（火）
１３：３０〜１５：３０

▷身体測定、育児および保健相談
▷助産師の日は母乳相談（妊婦含む）
▷身体測定のみも可　▷相談は要予約

保健センター

▷助産師＝
１１月１２日（木）、
２６日（木）
▷保健師＝
１１月５日（木）、
１９日（木）
いずれも
９：３０〜１１：３０

▷要予約（当日
も可）［担当医］吉越〃１１月２４日（火）

１３：３０〜１４：３０
歯科健康相談
（歯科医師）

▷血圧測定、健
康相談など
▷医師との相談
は１３：３０〜１４：
４５（要予約）

［担当医］
清水（皮膚科）、
三島（内分泌内科）

福祉会館５階１１月１３日（金）
１３：３０〜１５：３０

成人健康相談
（医師・保健師） ［担当医］

宮本（腎臓内科）、
秋里（消化器外科）

公民館緑分館１１月２７日（金）
１３：３０〜１５：３０

▷食生活で気になることや食事療法、離乳食
など
▷要予約　▷別の日程を希望の方は、ご相談
ください。

保健センター１１月２０日（金）
１３：３０〜１５：３０

栄養相談
（管理栄養士）

※　保健師・管理栄養士・歯科衛生士による電話相談は随時受け付けます。

65歳以上の方へ費用の
一部を助成します

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　市では、インフルエンザの流行期などを
考慮し、期間中に接種を受けた方の費用の
一部を助成します。（この期間以外は、全
額自己負担となります）
　接種を希望する方は、下表の市内契約医
療機関で受けてください。
接種期間　１０月１５日（木）～１２月２８日（月）
対　象　市内在住で、次のいずれかに該当
する方
　渇６５歳以上の方　渇６０～６４歳で、心臓・
じん臓・呼吸器の機能障害またはヒト免疫

不全ウイルスによる免疫機能の障がいのあ
る方（身体障害者手帳１級）
接種回数　１回
自己負担額　２,５００円
※　生活保護世帯の方は、自己負担額が減
免されます。生活保護受給証明書を医療
機関へお持ちください。

その他　渇接種時は健康保険証を持参して
ください。渇事前予約が必要な医療機関が
あります。
問合先　健康課

電話番号所在地医療機関名
０４２２−３１−１２３１東町１−４４−２６武蔵野中央病院◆
０４２２−３１−１２２０東町３−１２−１１菊地脳神経外科・整形外科
３８０−９０８０東町４−８−１３−１Ｆ新こがねい呼吸器内科
３８８−４９７６東町４−１６−２１田中整形外科◆
３８４−０８４７東町４−２０−８松本内科医院
３８０−５５１０東町４−２１−１０さいとう医院
３８１−３１２２東町４−３７−３篠田医院
３８２−３８８８東町４−３７−２６東小金井さくらクリニック
３８２−１７１５東町４−４３−１５−１Ｆうちやまクリニック
０４２２−５６−８６３０梶野町２−１−２−１Ｆ東小金井クリニック
３８３−２０７８梶野町４−５−７久滋医院◆
０４２２−５３−５６６６梶野町４−１１−１３くろだ内科医院◆
３８５−２２７２梶野町５−５−６大見医院◆
４０１−１３４１梶野町５−１１−５−２Ｆ高見澤整形外科クリニック◆
４０１−２３５３梶野町５−１１−５−２Ｆひがこ北口内科クリニック
３８４−３３３２緑町１−４−３３中野ウィメンズクリニック◆
４０１−１８６０緑町２−２−１かわべ内科クリニック◆
３８４−５４２１緑町２−１７−１０待山医院◆

電話番号所在地医療機関名
３８１−１４６２緑町５−１２−１７山崎内科医院◆
３８３−３９６６緑町５−１３−１６伊東内科医院◆
３８６−３３８６中町２−１−３５−１Ｆ石川クリニック◆
３８１−２２１９中町３−７−４宮本内科医院
３８１−８４３３中町４−１２−１小沢医院◆
３８１−１７０２前原町３−１７−１前原診療所
３８１−０９８７前原町３−３５−１５野村医院
３８４−３７７７前原町５−１２−１クリニック西のくぼ◆
３８１−１１１２本町１−６−２−１Ｆ和田クリニック
３８３−５５１１本町１−９−１７小金井太陽病院
３８１−２０８０本町１−１３−１３佐藤クリニック◆
３８２−９１１１本町１−１５−９むさし小金井診療所
３８７−１６０３本町１−１８−３−２Ｆはぎクリニック◆
３８７−８１７６本町１−１８−３−３Ｆこがねい耳鼻咽喉科クリニック
３８１−２６０６本町２−１０−２０浅沼整形外科
３８３−２２３２本町２−１２−１丸茂医院
３８１−３３４６本町２−２０−２０小松外科胃腸科
３８５−７１０１本町３−１０−１３−１Ｆ友利内科クリニック◆
３８４−１２１２本町４−１９−１６清水医院◆
３８４−３４６１本町５−５−２−１Ｆ竹馬ビルクリニック
３８３−７１４９本町５−１５−８−２Ｆ小金井あおばクリニック
３８５−０２３３本町５−１９−３０小金井皮膚科クリニック◆
３８１−８２２１本町５−１９−３２三枝耳鼻咽喉科・小児科医院◆
３８４−００８０本町５−１９−３３武蔵小金井クリニック◆
３８４−３８８１本町５−２３−１５加藤内科
３０４−１８０１本町５−３８−４１神保整形外科◆
４０１−６１５７本町５−４０−３ひらた循環器クリニック
３８３−５１１１本町６−９−３８共立診療所
３８６−３７５７本町６−１４−２８−３Ｆ小金井つるかめクリニック
３８３−４１１１桜町１−２−２０桜町病院
３８２−５１０１桜町２−１１−２５小金井橋さくらクリニック
３８６−７２８８貫井北町３−２７−７くろだ内科クリニック
３８１−６７６８貫井南町４−７−３若松医院◆
３８１−６６２７貫井南町５−２０−１３竹田内科クリニック◆
３８５−２３２２貫井南町５−２１−３７秋里胃腸科

※　◆印は事前に予約が必要です。
※　表中、電話番号は市外局番０４２を省略しています。

インフルエンザ予防接種

と
こ
ろ　

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ

ー
ル

講　

師　

小
方
清
和
さ
ん
（
都
立

小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
歯

科
医
長
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

９０

そ
の
他　

参
加
者
に
は
歯
ブ
ラ
シ

を
差
し
上
げ
ま
す
。

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１０

１５

で
小
金
井
歯
科
医
師
会
（
☎　

儿
０４２

　

儿
０
３
０
３
）
へ
。

３８５
 　

妊
娠
期
・
授
乳
期
の
栄
養
に
つ

い
て
、
実
習
も
交
え
な
が
ら
楽
し

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ

く
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

パ
パ
マ
マ
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来

は
お
子
さ
ん
の
健
康
維
持
に
役
立

ち
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
金
）
午
前

１１

２７

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね
妊
娠　

週
ま

３０

で
の
妊
婦
の
方
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の

参
加
も
可

※　

初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１０

１５

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　
　

月　

日
（
月
）
午
後

１１

３０

１
時
か
ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１

１５

時　

分
か
ら
（
終
了
は
３
時
ご

３０
ろ
）

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

妊
婦
歯
科
健
診

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

妊
婦
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）　

２０

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１０

１５

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　
　

月
１
日
（
日
）
午
前

１１

　

時
～　

時　

分
、
午
後
１
時
～

１０

１１

３０

４
時

と
こ
ろ　
　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口

ＪＲ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
（
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
コ
ー
ト
）

対　

象　
　

～　

歳
の
方

１６

６４

※　
　

～　

歳
に
献
血
経
験
の
あ

６０

６４

る
方
は
、　

歳
ま
で
献
血
す
る

６９

こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
施
団
体　

東
京
都
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

問
合
先　

健
康
課

愛
の
献
血

儿儿
生
活
習
慣
病

生
活
習
慣
病　

予
防
基
礎

　

予
防
基
礎
編編

血
管
若
返
り
教

血
管
若
返
り
教
室室



27・10・15 8
対　象と　き健康診査名

平成２７年７月生ま
れの乳児と母親

１１／５（木）３〜４か月児・
産婦健康診査 　／１９（木）

平成２６年４月生ま
れの幼児

１１／１０（火）１歳６か月児
健康診査 　／１７（火）

平成２４年１０月生ま
れの幼児

１１／１１（水）３歳児
健康診査 　／２５（水）

 
と　

き　
　

月
７
日
（
土
）
午
後

１１

２
時
～
３
時

と
こ
ろ　

市
医
師
会
館
３
階

講　

師　

佐
藤
仁
さ
ん
（
市
医
師

会
会
員
）

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

健
康
課

 
と　

き　
　

月
５
日
（
木
）
、　

１１

１９

日
（
木
）
午
前
９
時　

分
～　

時

３０

１０

　

分
４５と

こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

１
歳
未
満
の
乳
児
（
標

準
的
な
接
種
年
齢
は
、
生
後
５
か

月
～
８
か
月
未
満
）

注
意
事
項　

前
日
の
夜
か
ら
接
種

す
る
腕
（
左
腕
）
へ
の
塗
り
薬
は

控
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

 　

左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
案
内
状
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
届
か
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

健
康
講
演
会　

冬
に
多
い
乾
燥
性
の

か
ゆ
い
皮
膚
炎

儿
皮
膚
の
カ
サ
カ
サ
に

　

ご
用
心

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

月
の
乳
幼
児
・

１１産
婦
健
康
診
査

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
のの

活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

　

活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
すす

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

就
業
を
希
望
す
る
原
則　

歳
以
上

６０

の
方
に
、
臨
時
的
・
短
期
的
な
就

業
の
機
会
を
提
供
し
、
高
齢
者
自

身
の
生
き
が
い
や
生
活
の
充
実
を

図
り
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
を
担
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
公

益
法
人
で
、
法
律
に
基
づ
き
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

全
国
約　

万
人
の
高
齢
者
の
方

７２

が
、
こ
の
事
業
に
参
加
し
、
幅
広

い
分
野
で
活
躍
し
地
域
社
会
で
生

き
生
き
と
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
会
員
数
は
、
千　

人
１８６

（
平
成　

年
７
月
末
現
在
）
で
、

２７

　

歳
以
上
の
市
民
に
占
め
る
会
員

６０の
割
合
は
３
・
９
％
で
す
。
平
成

　

年
度
は
都
平
均
の
２
・
２
％
を

２６大
き
く
上
回
り
、
人
口　

万
人
以

１０

上
の
都
市
で
は
、
東
京
都
で
１

位
、
全
国
で
も
上
位
の
入
会
率
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度

の
受
託
事
業
収
入
は
４
億
９
千　
１００

万
円
に
達
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
働
く
こ
と
が
適
度
な
運

動
と
な
り
、
健
康
の
維
持
や
介
護

予
防
の
効
果
を
高
め
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
就
業
し
て
い
る
会

員
が
支
払
っ
た
医
療
費
の
調
査
で

は
、
一
般
高
齢
者
の
平
均
支
払
い

額
を
大
き
く
下
回
り
、
医
療
の
財

政
軽
減
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

【
会
員
の
就
業
に
よ
る

　

収
入
状
況
】

　

セ
ン
タ
ー
で
就
業
し
た
場
合
、

就
業
規
約
に
基
づ
い
て
配
分
金

（
報
酬
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
は
、
就
職

で
は
な
く
、
毎
月
一
定
の
額
を
保

証
す
る
（
雇
用
に
よ
る
給
料
）
も

の
で
は
な
い
た
め
、
配
分
金
の
収

入
に
よ
っ
て
年
金
が
減
額
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成　

年
度
に
セ
ン
タ
ー
で
就

２６

業
し
た
千　

人
の
年
間
平
均
配
分

２２

金
は
約　

万
円
で
し
た
。

４０

【
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

入
会
】

対　

象　

市
内
在
住
で
原
則
と
し

て　

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

６０
が
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
方

入
会
方
法　

毎
月
第
１
・
２
木
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）
に
開
催
す
る

入
会
説
明
会
に
参
加
し
た
の
ち
、

第
３
木
曜
日
に
開
催
す
る
研
修

会
・
入
会
手
続
説
明
会
を
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
午
前　
１０

時
ま
で
に
ご
来
所
く
だ
さ
い
。

!

#

"

$

%%%%

%%%%

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

問
合
先　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
貫
井
北
町
１
︱
８
︱　
２１

☎　

儿　

儿
６
１
４
１
）

０４２

３８３

主な仕事例
駐輪場、集会施設、運動施設管理分野
広報紙配布、家事手伝い、保育園送迎、子どもの見守り、出張
ヘアカットサービス分野

植木手入れ、ふすま・障子・網戸張替、日曜大工、家具転倒防止
金具取付、電球交換技能分野

除草、屋内外清掃、家庭内の片付け、粗大ゴミ搬出等軽作業一般作業分野
賞状、事業所などでの一般事務事務分野
学習教室、英会話教室、囲碁等各種講座講師、経理事務、パソ
コン指導、手工芸専門技術分野

対
象
団
体　

老
人
ク
ラ
ブ
、
介
護

予
防
事
業
と
し
て
市
お
よ
び
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受

け
る
団
体
、
市
内
在
住
の　

歳
以

６０

上
の
方
の
サ
ー
ク
ル

対
象
施
設　

婦
人
会
館
、
上
之
原

会
館
、
前
原
町
西
之
台
会
館
、
桜

町
上
水
会
館

申
込
書
配
布
場
所　

介
護
福
祉

課
、
各
対
象
施
設
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申　

込　
　

月　

日
（
必
着
）
ま

１１

１６

で
に
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
介
護
福

祉
課
高
齢
福
祉
係
（
〒　

儿
８
５

１８４

０
４
住
所
不
要
・
市
役
所
第
二
庁

舎
２
階
☎　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

へ
。

 
と　

き　
　

月
７
日
（
土
）
午
後

１１

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

本
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

講　

師　

田
中
智
巳
さ
ん
（
薬
剤

師
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
、

認
知
症
高
齢
者
の
介
護
を
さ
れ
て

い
る
方
、
認
知
症
ケ
ア
に
関
心
の

あ
る
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
同
セ

１０

１５

ン
タ
ー（
☎　

儿　

儿
８
０
１
１
）

０４２

３８８

へ
。

 　

悩
み
や
不
安
を
語
り
合
い
、
専

認
知
症
高
齢
者
を
支
え
る

介
護
者
の
集
い

儿
知
っ
て
安
心
正
し
い
薬
の

　

飲
み
方
・
飲
ま
せ
方

認
知
症
家
族
の
集
い

門
の
先
生
の
助
言
を
い
た
だ
き
な

が
ら
一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１１

２１

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
５
階

講　

師　

五
島
シ
ズ
さ
ん
（
認
知

症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ

ー
客
員
上
級
研
究
員
）

対　

象　

認
知
症
の
家
族
を
介
護

し
て
い
る
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
緑
寿

１０

１５

園
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿

０４２

４６２

１
２
０
６
）
へ
。

 
と　

き　
　

月　

日
～　

日
の
毎

１１

１３

２７

週
金
曜
日
午
前　

時
～
正
午

１０

と
こ
ろ　

同
セ
ン
タ
ー
中
町
会
議

室
（
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
内
）

定　

員　
　

人
程
度
（
申
込
順
）

１０

参
加
費　

３
千　

円
（
材
料
費

７１０

等
）

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１０

１５

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
６

０４２

３８３

１
４
１
）
へ
。

 　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
各

種
手
続
、
受
診
、
行
事
へ
の
参
加

な
ど
で
外
出
す
る
際
、
手
話
通
訳

者
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
都
手
話
通
訳
等
派

遣
セ
ン
タ
ー
の
手
話
通
訳
者
・
要

約
筆
記
者
の
派
遣
依
頼
も
自
立
生

活
支
援
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
聴
覚
障
が

い
の
あ
る
方

費　

用　

無
料
（
た
だ
し
交
通
費

実
費
負
担
の
場
合
あ
り
）

申　

込　

直
接
（
２
回
目
以
降
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

手
作
り
年
賀
状
教
室

水
墨
画
で
年
賀
状
作
成

手
話
通
訳
者
・

要
約
筆
記
者
を
派
遣

フ
ァ
ク
ス
も
可
）
、
自
立
生
活
支

援
課
相
談
支
援
係
（
市
役
所
第
二

庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿
９
８
４
１

０４２

３８７

 
　

儿　

儿
２
５
２
４
）
へ
。

０４２

３８４

 　

平
成　

年
度
の
各
事
業
の
利
用

２８

者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
　

月
２
日
（
月
）
～

１１

　

日
（
月
）

３０利
用
申
請　

直
接
、
同
セ
ン
タ
ー

へ
。

そ
の
他　

利
用
申
請
に
あ
た
っ
て

は
、
事
前
に
相
談
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。　

月　

日
（
金
）
ま

１０

３０

で
に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
で

に
相
談
を
さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び

現
在
同
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い

る
方
は
相
談
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４

２
２
儿　

儿
１
５
５
０
）

６０

 　

市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、

成
年
後
見
制
度
の
担
い
手
を
養
成

す
る
た
め
、
市
民
後
見
人
養
成
講

習
を
７
市
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
受
講
希
望
者

を
対
象
に
事
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
月
）
午
後

１０

２６

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ

ー
ル
Ａ
会
議
室

対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

６０

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１０

１５

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
０

０４２

３８６

１
２
１
）
へ
。

 　

高
齢
者
や
障
が
い
児
・
障
が
い

者
を
対
象
と
し
た
音
楽
療
法
を
、

FAX児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
り
」
利
用
者
募
集

市
民
後
見
人
養
成
講
習

受
講
希
望
者
事
前

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

療
法
的
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
儿
音
楽
療
法
の
お

話
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
学
び
、
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
、　

日
、　

１１

２１

２８

１２

月　

日
、　

日
い
ず
れ
も
土
曜
日

１２

１９

午
後
２
時
～
４
時
（　

月　

日
は

１２

１９

４
時　

分
ま
で
）

３０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
３
階
学
習
室

Ａ
・
Ｂ
ほ
か　

講　

師　

藤
本
禮
子
さ
ん
（
日
本

音
楽
療
法
学
会
認
定
音
楽
療
法

士
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１０

１５

ま
た
は
直
接
、
小
金
井
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

　

儿　

儿
０
０
１
１
）
へ
。

０４２

３８７

 　

経
済
的
に
お
困
り
の
方
を
対
象

に
、
支
援
員
が
相
談
者
と
共
に
必

要
な
支
援
を
考
え
、
支
援
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る
な
ど
の
相
談
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
離
職
等
に
よ
り
住
居
を

失
っ
た
方
等
に
は
、
就
職
に
向
け

た
活
動
を
す
る
こ
と
な
ど
を
条
件

に
、
一
定
期
間
、
家
賃
相
当
額
を

支
給
し
ま
す
。

相
談
窓
口　

自
立
相
談
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
福
祉
会
館
４
階
☎　
０４２

儿　

儿
０
２
９
５
）

３８６
問
合
先　

地
域
福
祉
課
生
活
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
０
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
が
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

者
評
価
」
を
受
審
し
た
場
合
に
、

そ
の
受
審
費
用
の
一
部
を
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
内
容
等
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対　

象　

市
内
に
次
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
が
あ

ご
利
用
く
だ
さ
い

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
窓
口

福
祉
サ
ー
ビ
ス

第
三
者
評
価
受
審
費
の

一
部
を
補
助

り
、
第
三
者
評
価
の
結
果
の
公
表

に
同
意
で
き
る
業
者

▽　

高
齢
系
＝
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
、
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
、
定
期
巡
回
・
随

時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、
看

護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

な
ど

▽　

障
害
系
＝
居
宅
介
護
、
短
期

入
所
、
障
害
児
通
所
支
援

▽　

子
ど
も
家
庭
系
＝
認
可
保
育

所
、
認
証
保
育
所
Ａ
型
・
Ｂ
型

申
請
方
法　
　

月　

日
ま
で
に
、

１０

３０

所
定
の
申
請
書
（
地
域
福
祉
課
で

配
布
）
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、

地
域
福
祉
課
へ
。

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
９
１
５
）

３８７

 
【　

月
１
日
付
け
】

１０
▽　

緑
町
２
丁
目
１
～　

・　

番

１０

１５

地
区
担
当

髙
橋
秀
樹
（
☎　

儿　

儿
３
４
７

０４２

３８３

３
）

▽　

本
町
２
丁
目
２
・
５
・
９
～

　

番
地
区
担
当

１６
福
岡
貴
子
（
☎　

儿　

儿
５
３
１

０４２

３８７

８
）

▽　

東
町
５
丁
目
１
～　

番
地
区

１８

担
当

鈴
木
範
子
（
☎　

儿　

儿
５
２
５

０４２

３８１

４
）

▽　

貫
井
南
町
１
丁
目　

～　

番

１１

２１

地
区
担
当

平
田
玉
恵
（
☎　

儿　

儿
７
１
６

０４２

３０１

５
）

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
１
５
）

０４２

３８７

 
社
会
福
祉
協
議
会
取
扱
分

◎
８
月
分　
　
　
　
　

【
一
般
寄
附
】

▽
２
万
６
千　

円
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー

８２

カ
ド
ー
労
働
組
合　

▽
６
千　

円
１８０

＝
ち
ょ
こ
っ
と
募
金
箱　

件
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このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

 

●第１５回小金井墨井会・水墨画展　１０
月１８日（日）までの午前９時～午後３時
／福祉会館１階ふれ愛ギャラリー／会員
１５人と講師の中島啓子さんの作品の展示
／下条（☎０４２－３８４－７７２８）
●早稲田大学小金井稲門会第７回「美術
作品展」　１０月２１日（水）～２７日（火）
午前１１時～午後７時（２１日は午後１時か
ら）／小金井　宮地楽器ホール市民ギャ
ラリー／ネオンアート、刺しゅう、陶芸、
写真、絵画（油彩、水彩、日本画等）、
篆刻、書、建築模型など多彩な作品を展
示します。／小金井稲門会・國分（☎
０９０－８０２６－７３７８）
●相続・遺言等暮らしの手続の無料相談
会　１０月２４日（土）午前１０時～午後４時
／市民会館・萌え木ホール／行政書士に
よる相続、遺言、離婚などの家庭問題や
事業に係わる許認可等の無料相談会／当
日直接会場へ。／東京都行政書士会多摩
中央支部・片岡（☎０４２－３０６－９４５０）
●第５１回前原町連合大運動会　１０月２５
日（日）午前９時～午後３時（雨天＝１１
月１日）／前原小学校校庭／前原町連合
町会・本木（☎０４２－３８１－５１３６）
●第２回農家みちバーガーフェスティバ
ル　１０月２５日（日）～１１月１５日（日）／市
内の１０の飲食店等／小金井江戸の農家み
ちの野菜を使用したオリジナルハンバー
ガーを各店で味わおう。食べ比べができ
るイベント（２５日。ＪＲ東小金井駅）やス
タンプラリー、農家みちツアーも実施。
詳しくは同駅等で配布中のちらし参照／
村岡（☎０９０－１３５４－３８６５、https://www. 
facebook.com/noukamichi.burger）
●「何を怖れる　フェミニズムを生きた
女たち」上映会　１０月２９日（木）午後２
時、６時（３０分前開場）／小金井　宮地
楽器ホール小ホール／女たちの証言でつ
づるドキュメンタリー映画／５００円／保
育あり（未就学児まで。要事前申込）／
当日直接会場へ。／こがねい女性ネット
ワーク・熊谷（☎０４２－３０１－８１９９）
●相続についての無料相談会　１０月３１日
（土）午前１０時～午後１時／東小金井駅
開設記念会館・マロンホール２階会議室
／公正証書遺言の作成支援、遺産分割協
議書の作成、預貯金・自動車等の名義変
更について行政書士を中心とした専門家
集団が相談に応じます。／当日直接会場

へ。／ＮＰＯ法人広域市民の暮らし支援
機構・春日（☎０９０－４７１１－８５０７）
●第２７回武蔵野はらっぱ祭り　１０月３１
日（土）、１１月１日（日）午前１０時～午
後８時（雨天実施）／都立武蔵野公園く
じら山下原っぱ／子ども広場、市民文化
活動紹介、音楽会、パフォーマンス、模
擬店など／無料／食器、はし、コップは
持参し、ごみは必ず持ち帰ってくださ
い。駐車場はありません。／リサイクル
バザーの参加申込は１０月２９日まで。／同
実行委員会事務局（☎０４２－３１６－１５１１）
●子どもゆめ基金助成活動「絵本で広が
る楽しい子育て」　１０月３１日（土）午後
２時～３時３０分／小金井　宮地楽器ホー
ルスペースＮ／講師は八田珠穂さん（ス
トーリーテラー）／親子２５組（申込順）
／無料／１０月１６日から、ファクスまたは
Ｅメールで（特非）遊び・文化ＮＰＯ小
金井こらぼ（☎ ＝０４２－３８４－２５６９＝火
曜・金曜日、死koganei.kodomo@gma 
il.com）へ。
●学保連大運動会　１１月３日（祝）午前
９時～午後３時１０分（雨天中止）／第四
小学校グラウンド／小金井市学童保育連
絡協議会・須藤（☎０９０－２１６８－０７７５）
●第７回芸和楽舞踊公演　１１月３日（祝）
午後０時３０分開演／小金井　宮地楽器ホ
ール大ホール／大道具を仕立て、本衣
裳・かつらをつけての本格的な古典の舞
台です。清元お祭り・大和楽祇園の夜桜
常磐津粟餅・長唄藤娘・長唄羽根の禿な
ど／無料／当日直接会場へ。／芸和楽・
座日本舞踊・五條（☎０９０－１７６８－８２４０）
●第１６回ビジネスフェア Ｆｒｏｍ ＴＡＭ
Ａ　１１月６日（金）午前１０時～午後５時
／東京ドームシティプリズムホール（文
京区後楽１－３－６１）／地域を越えた中
小企業のビジネスチャンス拡大を目的と
する多業種企業による企業展示・マッチ
ング会を開催します。／無料／詳細は、
お問い合わせください。／西武信用金庫
業務推進企画部・竹内（☎０３－３３８４－
６１１１）
●メンタルトレーニング講演会　１１月７
日（土）午後２時から／前原暫定集会施
設Ａ会議室／講師はメンタルトレーナー
／スポーツ指導者、保護者対象／３０人
（申込順）／無料／都ジュニア育成地域
推進事業／１０月１５日～２３日に、Ｅメール
で住所・氏名・電話番号を市体育協会
（☎０４２－３８４－４００１死jigyo@koganei-
sports.or.jp）へ。

FAX

掲載を希望する方は、広報秘書課（☎042ｰ387ｰ9803FAX042ｰ387ｰ
1224）へ。紙面に余裕のあるときに掲載しますので、載らない場
合があります。また、掲載の可否についての連絡はしません。
（締切は、１日号＝前月４日、15日号＝前月19日。４日・19日が
土曜・日曜日の場合はその前の金曜日、祝日の場合は前日）

●第１５回中附サロンコンサート　１１月
７日（土）午後２時開演（１時３０分開場）
／中央大学附属高等学校１号館７階多目
的ホール／ビートルズ　トリビュート　
バンド「ＴＨＥ ＢＥＡＴＯＰＩＡ」とピアノの
セッション／無料／ビデオ、カメラ、携
帯電話等での撮影、録音はご遠慮くださ
い。／当日直接会場へ。／同大学附属中
学校・高等学校後援会（☎０４２－３８１－
５４１３）
●多摩パブリック法律事務所「不安を安
心に」創立７周年記念無料法律相談会　
１１月１４日（土）午前１０時～午後４時／多摩
パブリック法律事務所（立川市曙町２－
９－１）／相続、離婚、事業者向け法務、
労働問題、刑事事件、債務整理等／４８人
（申込順）／１０月２６日から、電話で同法
律事務所（☎０４２－５４８－２４５０＝土曜・日
曜日を除く午前９時３０分～午後７時）へ。
●木版画による年賀状講習会　１１月１６日
～１２月７日の毎週月曜日午前９時３０分～
午後０時３０分（全４回）／公民館緑分館
／景山恭子さん（木版画家）／２０人（申
込順）／１,５００円（材料費）／下敷き、も
のさし、ＨＢの鉛筆、色鉛筆、彫刻刀持
参／１１月２日～１４日に、電話またはファ
クスで緑版会・櫻井（☎ ＝０４２－３８４－
２６６６）へ。
●環境のお話と多摩動物公園自然体験の
つどい　１１月２９日（日）午前１０時３０分～午
後０時３０分／都立多摩動物公園（日野市
程久保７－１－１）／特別講演「雪と氷
の世界のいきものたち」ほか／中山由美
さん（新聞記者）／小学生以上の子どもと
保護者／３００人（申込順）／無料／１０月２１

FAX

日から、ファクスで東京ガス株多摩支店
（☎０４２－５２６－６１２５ ０４２－５２６－６１４２）
へ。
 

●第３３回小金井市ゲートボール選手権
大会　１１月４日（水）午前８時～午後３
時（雨天＝５日）／上水公園運動施設グ
ラウンド／Ａ・Ｂクラス別リンク戦後、
各クラス６チームにて決勝トーナメント
戦を行います／市内在住・在勤・在学の
方／７５人（申込順）／１チーム２,０００円／
１０月１５日～２２日に、電話で市ゲートボー
ル協会・鵜沢（☎０７０－５０２８－７４５２）へ。
●サッカーリーグ戦　１１月１５日～平成２８
年３月２７日の日曜・祝日午前９時～午後
５時／上水公園運動施設グラウンドほか
／１６歳以上の男子によるチーム／１３,０００
円（別途協会登録費）／登録済みチームへ
は別途連絡／１０月２５日（必着）までに、は
がきに代表者の住所・氏名・電話番号を明
記し、市サッカー協会・加藤慎一（〒１８２－
００３３調布市富士見町２－６－２－１１１☎
０９０－８８５５－３３８１＝午後６時～１０時）へ。
●災害復興支援第３７回小金井元旦ロー
ドレース大会　平成２８年１月１日（祝）
午前９時から／都立小金井公園内園路／
３ｋｍ、５ｋｍ、１０ｋｍ／小学校４年生
以上／小・中学生１,６５０円、高校生世代
以上３,１５０円／詳しくは、要項（大会事
務局、総合体育館で配布）をご覧くださ
い。／市陸上競技協会／１０月３１日まで
に、要事前申込／同大会事務局・藤川
（☎０４２－３８１－１５７４）

FAX

 

■東京都最低賃金改正のお知らせ　東京
都の最低賃金は、１０月１日から、時間額
９０７円に改正されました。東京都内で働
く全ての労働者に適用されます。／東京
労働局労働基準部賃金課（☎０３－３５１２－
１６１４）
■浅川清流環境組合議会を開催　ごみ処
理の広域化に伴い、日野市、国分寺市、
小金井市で新可燃ごみ処理施設の設置お
よび運営に関する事務を共同で行うこと
を目的に設立された、浅川清流環境組合
の組合議会を開催します。／１０月２７日
（火）午後２時から／東京自治会館（府
中市新町２－７７－１）／同組合（☎０４２－
５８９－０５５５）
■医療安全支援講演会「スッキリ！医療
費のしくみ−あなたの明細書を見てみよ
う！」　１０月２９日（木）午後２時～４時
３０分／多摩府中保健所／木村憲洋さん
（高崎健康福祉大学准教授）、宮原勇治
さん（社会保険診療報酬支払基金歯科専
門役）／無料／１００人／申し込みは、電話
またはファクスで住所・氏名・電話番
号・講演会名を同保健所（☎０４２－３６２－
２３３４ ０４２－３６０－２１４４）へ。FAX

■秋の谷戸沢処分場で自然観察ガイドツ
アー　１１月１４日（土）午前９時３０分～午
後３時３０分／申込方法等詳しくは、東京
たま広域資源循環組合ホームページ
（http://www.tama-junkankumiai.com/）
で。／同組合（☎０４２－５９７－６１５２）
■普通救命講習　毎月第３土曜日午前９
時～正午／１５人／１,４００円（テキスト代）
／開催前月の１５日までに、電話で小金井
消防署（☎０４２－３８４－０１１９）へ。
■北多摩地域産業保健センター利用案内
立川労働基準監督署内の労働者５０人未満
の小規模事業場の事業主および労働者の
方を対象に、労働安全衛生法で定められ
た保健指導（産業医による健康相談）等
の産業保健サービスを無料で提供してい
ます。／同センター（☎０４２－５２４－６１３５）
■油・断・快適！下水道−下水道に油を
流さないで　下水道に油を流すと、下水
管の中で固まって詰まり、悪臭の原因と
なり、固まった油がオイルボールになっ
て東京湾や河川に流れ出てしまいます。
環境を守るには、下水道を利用する皆さ
んの協力が不可欠です。一人ひとりが排
水のマナーを守ることで大きな改善効果
が得られます。／東京都下水道局流域下
水道本部（☎０４２－５２７－４８２８）

●多摩未来創造フォーラム　１０月２４日
（土）午後１時～７時／明星大学日野キ
ャンパス（日野市程久保２－１－１）／
多摩地域の大学のグローバル戦略、人口
減少時代を乗り切る広域連携などを議題
に討論します。／５００人／無料／申込方
法等詳しくはホームページ（http://nw-
tama.jp/activities/university/000806.

php）で。／学術・文化・産業ネットワ
ーク多摩（☎０４２－５９１－８５４０）
●小金井あんず苑・秋の文化祭　１０月２５
日（日）午後１時～４時／同苑（前原町
５－３－２４）／作品展示、バザー、喫茶
コーナー、施設利用案内など。／同苑
（☎０４２－３８８－７５１１）

掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

　８月２１日～２３日に山形県東根市で行われた同大会で、小金井ハンド
ボールクラブの小学校４～６年生男子で編成された高学年チームが２０
チーム中２位になりました。
　９月２４日に市長を表敬訪問し、準優勝報告をしました。

小金井ハンドボールクラブ小金井ハンドボールクラブがが
チェリーカップ第23回東日本小学チェリーカップ第23回東日本小学生生
ハンドボール大会で準優勝しましハンドボール大会で準優勝しましたた
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　自然を愛し、小金井に居を構
え、哲学者であり詩人、エッセ
イストとさまざまな分野で幅広
く活動した串田孫一。
　登山の際に風景をスケッチし
たり、自著の挿絵や装丁を数多
く手掛けたりと、画人としての
顔も持っていました。
　生誕１００周年を記念して開催
する本展では、串田孫一と美術
の関係を取り上げ、油彩画、ス
ケッチなどを紹介します。
と　き　１１月３日（祝）〜平成

２８年１月１７日（日）午前１０時〜
午後５時（入館は４時３０分ま
で）
休館日　毎週月曜日、年末年始
※　１１月２３日（祝）、平成２８年
１月１１日（祝）は開館し、翌
日休館します。

観覧料　一般５００円、小・中学
生２００円（未就学児および障害
者手帳をお持ちの方と付き添い
の方１人は無料）
問合先　同美術館（☎０４２−３８４
−９８００＝午前１０時〜午後５時）

講　師講座名ところと　き
湯浅俊夫さん（一橋大
学講師）

ロールプレイで学ぶ
こどもとの接し方

東京学
芸大学

１０：３０〜
１２：００

１０／２６
　（月）

福田孝子さん（東京学
芸大学非常勤講師）

読書のススメ－年齢
にあった本の選び方

１３：００〜
１４：３０

　／２９
　（木）

倉持伸江さん（東京学
芸大学講師）

一緒に地域のこども
を育てませんか？

１０：３０〜
１２：００

　／３０
　（金）

汐見稔幸さん（白梅学
園大学学長）

こどもを取り巻く環
境の変化

白梅学
園大学

１０：３０〜
１２：００

１１／６
　（金）

柴田彩千子さん（東京
学芸大学准教授）

大人も学ぶ！楽しく
グループで活動する
為のヒント

東京学
芸大学

１３：００〜
１４：３０

　／１２
　（木）

坂本史生さん（ＮＰＯ
法人東京学芸大こども
未来研究所研究員）

子どもとかかわるこ
とはこんなに楽しい
！

１０：３０〜
１２：００

　／１７
　（火）

松尾直博さん（東京学
芸大学准教授）

家庭でのこどもへの
声かけ－大人の想い
とこどもの気持ち

１０：３０〜
１２：００

　／２６
　（木）

大熊雅士さん（学舎
「ブレイブ」室長）

現代のいじめの構造
－こども同士のトラ
ブルがあったときに
は

１３：００〜
１４：３０

  　

こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト
は
、
男
女

共
同
参
画
推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
、
公
募
市
民
の
実
行
委

員
の
企
画
・
運
営
に
よ
り
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
心
理
学
博
士
の
石
井

朝
子
さ
ん
を
講
師
と
し
て
、
呼
吸

法
や
飲
み
物
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法
を
、

実
際
に
体
験
し
な
が
ら
、
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

日
常
へ
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て

い
る
方
だ
け
で
な
く
、
ち
ょ
っ
と

し
た
イ
ラ
イ
ラ
の
対
処
法
を
知
り

た
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
こ
が
ね
い
パ

レ
ッ
ト
に
賛
同
す
る
市
民
団
体
の

学
び
・
く
ら
し

第　

回
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト

２９
ス
ト
レ
ス
に
対
処
す
る
し
な

や
か
な
コ
コ
ロ
の
つ
く
り
方

展
示
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

※　

講
演
内
容
等
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

と　

き　
　

月
８
日
（
日
）
午
後

１１

１
時　

分
～
３
時　

分
（
１
時
開

３０

４５

場
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
北

町
ホ
ー
ル

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

５０

そ
の
他　

▽
飲
み
物
持
参　

▽
保

育
あ
り
（
１
歳
以
上
の
未
就
学

児
。
６
人
。
要
事
前
申
込
）
▽
手

話
通
訳
あ
り

問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室
（
☎　

儿　

儿
９
８
５

０４２

３８７

３
）

 　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川
と
小
金
井

市
、
国
分
寺
市
、
国
立
市
と
の
共

催
に
よ
り
、
合
同
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

と　

き　
　

月
５
日
（
木
）
午
後

１１

就
職
フ
ェ
ア
㏌
小
金
井

合
同
就
職
面
接
会

１
時　

分
～
４
時

３０

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
小
ホ
ー
ル

参
加
企
業
数　
　

社
程
度

１０

そ
の
他　

申
し
込
み
不
要
で
す
。

面
接
を
希
望
す
る
企
業
の
数
だ
け

写
真
を 
貼 
り
付
け
た
履
歴
書
を
ご

は

持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川

（
☎　

儿　

儿
８
６
０
７
）

０４２

５２５

 　

清
里
山
荘
に
宿
泊
す
る
１
泊
２

日
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。
牛
乳
工

場
も
見
学
し
ま
す
。

と　

き　
　

月
９
日
（
水
）
午
前

１２

８
時
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
集
合
～

　

日
（
木
）
午
後
６
時
同
所
解
散

１０参
加
費　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
＝
１
万
５
千
円
、
そ
の
他

の
方
＝
１
万
７
千
円
（
宿
泊
・
食

事
・
バ
ス
・
保
険
代
等
）

そ
の
他　

▽
団
体
申
込
も
受
け
付

け
ま
す
。
団
体
の
場
合
は
、
指
定

の
集
合
場
所
へ
バ
ス
を
配
車
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
▽
申
込
人
数

が　

人
以
下
の
場
合
は
運
行
を
中

１５
止
し
ま
す
。

申
込
方
法　
　

月　

日
～　

月　

１０

１６

１１

１５

日
に
、
電
話
で
参
加
者
全
員
の
氏

名
・
生
年
月
日
・
年
齢
お
よ
び
代

表
者
の
住
所
・
電
話
番
号
を
清
里

山
荘
申
込
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０

１
２
０
儿　

儿　

）
へ
。

４８４

６４７

問
合
先　

清
里
山
荘
（
☎
０
５
５

１
儿　

儿
４
６
４
９
）

４８

 　

空
襲
の
映
像
を
見
て
戦
争
を
振

り
返
り
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１０

３１

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

公
民
館
本
町
分
館

講　

師　

鈴
木
賢
士
さ
ん
（
フ
ォ

清
里
山
荘
バ
ス
ツ
ア
ー

山
梨
の
極
上
温
泉
め
ぐ
り

市
民
講
座
「
戦
後　

年
７０

映
像
を
見
て
戦
争
を
考
え

る
儿
戦
争
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
に
」

ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１０

１６

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
本
町
分
館

（
☎　

儿　

儿
１
１
７
０
）
へ
。

０４２

３８３

 
〈
そ
ば
打
ち
体
験
〉

　

自
然
豊
か
な
埼
玉
県
秩
父
郡

で
、
そ
ば
打
ち
体
験
を
し
ま
せ
ん

か
。

と　

き　
　

月
６
日
（
金
）
雨
天

１１

実
施

集
散
時
間
・
場
所　

午
前
８
時
公

民
館
貫
井
南
分
館
集
合
～
午
後
４

時
ご
ろ
同
所
解
散

講　

師　

赤
岩
泰
代
さ
ん
（
そ
ば

職
人
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

参
加
費　
　

円
（
材
料
費
）

６００

申　

込　
　

月　

日
（
必
着
）
ま

１０

２６

で
に
、
往
復
は
が
き
（
１
人
１

枚
）
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
公
民
館
貫
井
南
分
館
「
そ
ば

打
ち
体
験
係
」
（
〒　

儿
０
０
１

１８４

４
貫
井
南
町
４
儿
３
儿　

☎　

儿

２３

０４２

　

儿
１
１
６
８
）
へ
。

３８３〈
美
し
い
文
字
の
書
き
方
〉

　

手
書
き
文
字
（
硬
筆
）
の
字
形

の
整
え
方
の
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
、　

１１

１２

１９

日
（
木
）
午
前　

時
～
正
午
（
全

１０

２
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
本
町
分
館

講　

師　

米
本
美
雪
さ
ん
（
文
教

大
学
講
師
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

参
加
費　
　

円
（
筆
記
具
代
等
）

４００

申　

込　
　

月　

日
～　

日
に
、

１０

１６

３０

電
話
ま
た
は
直
接
、
公
民
館
本
町

分
館
（
☎　

儿　

儿
１
１
７
０
）

０４２

３８３

成
人
学
校

へ
。

 　

平
代
坂
や
花
と
緑
の
小
径
、
は

け
の
上
遺
跡
な
ど
の
小
金
井
の
水

と
緑
と
歴
史
を
訪
ね
、
ま
ち
の
い

い
と
こ
ろ
を
一
緒
に
探
し
ま
せ
ん

か
。
散
策
の
後
、
参
加
者
で
意
見

交
換
を
行
い
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日（
金
）、　

月

１０

２３

１１

１
日
（
日
）
午
前
９
時　

分
～
正

５０

午
（
両
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
）

※　

雨
天
中
止

と
こ
ろ　

環
境
楽
習
館
ほ
か

定　

員　

各　

人
（
申
込
順
）

１５

共　

催　

環
境
市
民
会
議

ま
ち
歩
き「
水
と
緑
の
ま
ち
・

小
金
井
の
原
点
を
探
そ
う
」

参
加
者
募
集

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１０

１６

で
環
境
政
策
課
環
境
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
１
７
）
へ
。

３８７
 

と　

き　
　

月　

日
（
日
）
午
前

１０

２５

９
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

梶
野
公
園
ほ
か

内　

容　

▽
第
三
小
学
校
で
の
防

災
訓
練
に
参
加　

▽
公
園
内
参
加

型
防
災
企
画　

▽
各
種
イ
ベ
ン
ト

や
お
菓
子
等
の
販
売

そ
の
他　

▽
ご
み
は
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
。
▽
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
。
▽
雨
天
時
は
、
婦
人
会
館

で
午
前　

時　

分
～　

時　

分
に

１０

３０

１１

３０

梶
野
公
園
ま
つ
り

第
５
回
防
災
・

交
流
イ
ベ
ン
ト

　

学
校
内
外
で
の
子
ど
も
活
動
を

実
践
的
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
方
を

育
成
す
る
講
座
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
等　

左
表
の
と
お

り※　
　

月
３
日
（
木
）
午
後
１
時

１２
か
ら
、
三
市
交
流
会
を
実
施
し

ま
す
。

定　

員　

各
回　

人
４０

申　

込　

受
講
希
望
講
座
の
開
催

日
の
３
日
前
ま
で
に
、
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
受
講

希
望
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
学
芸

大
こ
ど
も
未
来
研
究
所
講
座
担
当

和
田
（
☎ 

＝　

儿　

儿
４
１
１

０４２

３１２

２
死co

d
o
m
o
ko
u
za@

gm
ail.

co
m

）
へ
。 FAX

実
施
し
ま
す
。

共　

催　

梶
野
公
園
サ
ポ
ー
タ
ー

会
議

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
緑
と
公
園

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
６
０
）

０４２

３８７

 　

広
域
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
無
料

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
調
布

市
・
三
鷹
市
・
小
金
井
市
の
魅
力

を
、
自
然
や
グ
ル
メ
な
ど
を
通
し

て
再
発
見
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。

　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
貸
出
所
（　
ＪＲ

週
末
は
都
会
の

森
で
遊
ぼ
う
！

東
小
金
井
駅
北
口
駅
前
広
場
ほ

か
）
お
よ
び
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト

（
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
ほ
か
）

で
配
布
す
る
台
紙
に
、
５
か
所
以

上
で
ス
タ
ン
プ
を
押
す
と
抽
選
で

賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

　

応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
経
済

課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
）
な

ど
で
配
布
す
る
ち
ら
し
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
～　

１０

２４

１１

月　

日
（
日
）
の
毎
週
土
曜
・
日

２９
曜
日
、　

月　

日
（
祝
）

１１

２３

問
合
先　

経
済
課
産
業
振
興
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資
質
向
上
に
関
す
る
三
市
・
学
芸
大
連
携
講

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資
質
向
上
に
関
す
る
三
市
・
学
芸
大
連
携
講
座座

市立はけの森美術館企画展

【広告掲載欄】
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小
金
井
市
を
拠
点
に
活
動
し
て

い
る
伝
統
文
化
団
体
を
中
心
に
、

伝
統
文
化
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま

す
。

主　

催　

伝
統
文
化
に
よ
る
地
域

活
性
化
推
進
事
業
実
行
委
員
会

問
合
先　

事
業
全
体
に
つ
い
て
＝

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
文
化
推
進

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
２
３
）

０４２

３８７

〈「
型
」に
あ
そ
ぶ
、「
型
」 

を
あ
そ
ぶ
儿
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ 

プ
＆
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
〉

【
紋
切
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
儿
か

　

た
る
か
た
ち
】

　

江
戸
の
紋
切
り
遊
び
を
通
し

て
、
暮
ら
し
の
中
で
言
葉
の
よ
う

に
語
り
継
が
れ
て
き
た
「
形
」
を

体
験
し
ま
す
。
紋
切
り
型
を
使
っ

て
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
、
展
示
し

ま
す
。

と　

き　

平
成　

年
１
月
４
日

２８

（
月
）
午
後
１
時
～
３
時

講　

師　

下
中
菜
緒
さ
ん
（
造
形

作
家
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２５

費　

用　

一
般
千
円
、
未
就
学
児

　

円
（
材
料
費
）

５００申
込
方
法　
　

月　

日
か
ら
、
電

１０

１５

話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
（
未
成
年
の
場

合
は
保
護
者
の
氏
名
・
連
絡
先
）

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア

ク
シ
ョ
ン
へ
。

【
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
】

　
「
型
」を
め
ぐ
る
楽
し
い
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

平
成　

年
１
月
４
日

２８

（
月
）
午
後
３
時　

分
～
４
時　

１５

３０

分
（
整
理
券
配
布
開
始
午
後
０
時

　

分
）

３０講　

師　

津
村
禮
次
郎
さ
ん
（
能

楽
師
）
、
下
中
菜
緒
さ
ん
（
造
形

作
家
）

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

４０

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ト
フ

ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
☎ 

＝　

儿
０５０

３
６
２
７
儿
９
５
３
１
＝
月
曜
～

金
曜
日
午
前　

時
～
午
後
５
時
、

１０

死m
ail@

artfu
llactio

n
.n
et

）

〈
能
と
糸
あ
や
つ
り
人
形 

お
正
月
特
別
公
演
〉

と　

き　

平
成　

年
１
月
５
日

２８

（
火
）
午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
大
ホ
ー
ル

演　

目　

能
＝
高
砂
、
江
戸
糸
あ

や
つ
り
人
形
＝
綱
館

出　

演　

津
村
禮
次
郎
（
能
楽

師
）
、
（
公
財
）
江
戸
糸
あ
や
つ

り
人
形
結
城
座
ほ
か

費　

用　

一
般
３
千　

円
、
学

５００

生
・
子
ど
も
（
４
歳
～
大
学
生
）

２
千
円

申
込
方
法　
　

月　

日
か
ら
、
電

１０

１５

話
で
、
（
公
財
）
江
戸
糸
あ
や
つ

り
人
形
結
城
座
、
ま
た
は
直
接
、

同
ホ
ー
ル
２
階
チ
ケ
ッ
ト
デ
ス
ク

へ
。

問
合
先　
（
公
財
）江
戸
糸
あ
や
つ

り
人
形
結
城
座
（
☎　

儿　

儿
９

０４２

３２２

７
５
０
＝
月
曜
～
金
曜
日
午
前　
１０

時
～
午
後
６
時
）

 　

異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
し
て

い
る
３
人
の
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
よ
る
、
日
本
の
伝
統
と
感
性

を
大
切
に
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

音
楽
の
ル
ー
ツ
を
取
り
入
れ
た
、

新
し
い
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル

の
洗
練
さ
れ
た
サ
ウ
ン
ド
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

と　

き　

平
成　

年
２
月　

日

２８

１３

FAX

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
古
武
道

儿
尺
八
・
チ
ェ
ロ
・
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
市
内
先
行
受
付

（
土
）
午
後
３
時
開
演

と
こ
ろ　

同
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

出　

演　

古
川
展
生（
チ
ェ
ロ
）、

妹
尾
武
（
ピ
ア
ノ
）
、
藤
原
道
山

（
尺
八
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

チ
ケ
ッ
ト
料
金　

一
般
４
千
円
、

学
生
２
千
円

そ
の
他　

▽
重
複
応
募
や
記
入
事

項
不
備
、
指
定
期
間
外
到
着
の
申

込
無
効
▽
座
席
位
置
の
指
定
は
で

き
ま
せ
ん
。
▽
友
の
会
の
割
引
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
▽
一
般
発

売
日
は　

月　

日
（
金
）
か
ら
で

１０

３０

す
。
▽
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き

ま
せ
ん
。

申
込
方
法　
　

月　

日
～　

日

１０

１９

２３

（
必
着
）
に
、
往
復
は
が
き
に
公

演
名
・
希
望
席
種
・
希
望
枚
数

（
１
人
２
枚
ま
で
）・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号

（
市
内
在
勤
・
在
学
の
方
は
勤
務

先
名
ま
た
は
学
校
名
）を
明
記
し
、

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
「
市

内
先
行
チ
ケ
ッ
ト
係
」
（
〒　

儿
１８４

０
０
０
４
本
町
６
儿　

儿　

☎　

１４

４５

０４２

儿　

儿
８
０
９
９
）
へ
。

３８０

   　

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
わ
ら
べ

う
た
や
絵
本
で
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
（
金
）
午
前

１１

１３

　

時
～　

時　

分

１１

１１

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館
和
室

対　

象　

０
～
２
歳
の
乳
児
と
保

護
者 子

ど

も

赤
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

２０

協　

力　

く
り
の
実
文
庫

申　

込　
　

月　

日
午
前
９
時
か

１０

１５

ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
図
書
館

東
分
室
（
☎　

儿　

儿
４
５
５

０４２

３８３

０
）
へ
。

 
と　

き　
　

月　

日
（
土
）
①
午

１０

３１

前　

時　

分
～　

時
②　

時
～　

１０

３０

１１

１１

１１

時　

分
３０

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館
視
聴
覚

室内　

容　

絵
本
①
「
う
さ
こ
ち
ゃ

ん
と
き
ゃ
ら
め
る
」
②
「
ア
ン
デ

ィ
と
ら
い
お
ん
」
ほ
か

対　

象　

①
３
歳
以
上
の
幼
児
と

保
護
者
②
小
学
生

協　

力　

三
小
お
は
な
し
会
カ
ラ

フ
ル

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
緑
分
室
（
☎　
０４２

儿　

儿
７
３
０
２
）

３８７

  
と　

き　

平
成　

年
１
月　

日

２８

１７

（
日
）
午
前
８
時　

分
～
午
後
２

３０

時
（
荒
天
＝　

日
）

２４

と
こ
ろ　

都
立
武
蔵
野
公
園
野
川

第
二
調
節
池
付
近

競
技
種
目
・
募
集
チ
ー
ム
数

▽　

小
学
校
４
年
生
以
下
の
部
＝

千　

㍍
×
５
人
。　

チ
ー
ム

６００

４０

▽　

小
学
校
５
・
６
年
生
の
部
＝

千　

㍍
×
５
人
。　

チ
ー
ム

６００

３０

▽　

中
学
生
女
子
の
部
＝
千　

㍍
６００

×
５
人
。　

チ
ー
ム

３０

▽　

中
学
生
男
子
の
部
＝
３
千
㍍

×
６
人
。　

チ
ー
ム

３０

▽　

一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

＝
３
千
㍍
×
６
人
。　

チ
ー
ム

３０

※　

い
ず
れ
も
申
込
順

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
生
以
上
の
方
（
市
内
団

体
に
所
属
す
る
小
・
中
学
生
も
参

加
で
き
ま
す
）

参
加
費　

小
・
中
学
生
＝
１
チ
ー

ム
２
千
円
、
一
般
＝
１
チ
ー
ム
６

お
は
な
し
会

ス

ポ

ー

ツ

第　

回
野
川
駅
伝
大
会

１２

　８月に中国・北京で行われ
た第１５回世界陸上競技選手権
大会の女子５,０００ｍに出場し、
９位（タイム１５分８秒２９、参
加日本選手の中で唯一自己ベ
スト記録を更新）の成績を収
めた市内在住の鈴木亜由子選
手（日本郵政グループ女子陸
上部）が、市長を表敬訪問し、
競技結果や感想などを報告し
ました。

世界陸上女子5,000ｍ日世界陸上女子5,000ｍ日本本
代表鈴木亜由子選手代表鈴木亜由子選手がが
市長に出場報告をしまし市長に出場報告をしましたた

千
円

代
表
者
会
議　
　

月　

日
（
日
）

１２

２０

午
後
５
時
か
ら
、
福
祉
会
館
で
。

申
込
用
紙
・
要
項
配
布　
　

月　
１０

３０

日
～　

月　

日
の
午
前
９
時
～
午

１１

１６

後
５
時
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
お

よ
び　

月
２
日
を
除
く
）
に
Ｎ
Ｐ

１１

Ｏ
法
人
黄
金
井
倶
楽
部
（
上
水
公

園
運
動
施
設
管
理
棟
内
）
で
配
布

す
る
ほ
か
、
同
倶
楽
部
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://m

em
b
ers3

.jc

o
m
.h
o
m
e.n
e.jp
/n
p
o
.ko
gan

e
i-clu

b
/in
d
e
x.h
tm
l)

か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

共　

催　

小
金
井
市
、
小
金
井
市

教
育
委
員
会

主
催
・
申
込　
　

月
５
日
～　

日

１１

１６

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
同
倶

楽
部
（
☎　

儿　

儿
２
２
８
０
死

０４２

４０６

n
o
g
a
w
a
-e
k
id
e
n
@
jco
m
.h
o

m
e.n
e.jp

）
へ
。

 　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
体
力

づ
く
り
を
目
的
に
、
市
立
の
学
校

施
設
（
体
育
館
ほ
か
）
を
広
く
市

　

月
の
ス
ポ
ー
ツ

１１個
人
利
用
開
放
校

民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
て
い
ま

す
。
種
目
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。

そ
の
他　

▽
初
め
て
の
方
は
、
指

導
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
▽
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 
問
合
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
☎　

儿　

儿
２
４
６

０４２

３８６

２
） 実施日時　間曜日ところ種　目

２２・２９日午後１時～４時日緑　小卓 球

１１・１８・２５日午後６時～９時水前原小剣 道

２９日正午～午後３時日本町小バドミントン

１３・２０・２７日午後７時～９時金一　中柔 道

たこ原画コンクール

「 凧 の絵」が決まりました
たこ

　市ならびに市青少年健全育成６地
区連合会では、大空に舞う「凧の
絵」を募集しました。
　審査委員会での選考の結果、応募
作品３８点の中から小町優奈さん（第
二小学校６年生）の作品が選ばれま
した。
　来年１月に行われる新春たこあげ
大会で配布する「凧の絵」として採
用します。
問合先　児童青少年課児童青少年係
（☎０４２−３８７−９８４７）

　第一中学校の西口大河さん（写真左から２番目）は、全国中学校水泳競技
大会男子平泳ぎ２００ｍに出場し第８位（タイム２分２２秒５０）、第二中学校の西
嶋香菜さん（写真右から２番目）は、２０１５産経ジュニア書道コンクールで文
部科学大
臣奨励賞
という優
秀な成績
を収め、
９月９日
に市長を
表敬訪問
しました。

本市中学校の生徒が優秀本市中学校の生徒が優秀なな
成績を収めまし成績を収めましたた

文
化
庁
助
成
文
化
遺
産

文
化
庁
助
成
文
化
遺
産
をを

活
か
し
た
地
域
活
性
化
事

活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業業

伝
統
文
化
フ
ェ
ス

伝
統
文
化
フ
ェ
ス
タタ

　

お
正
お
正
月月

ｉｎｉｎ
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月　

日（
日
）

１０

１８

　

月　

日（
日
）

１０

２５

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。

!

#

"

$

%%%%%%

%%%%%%

&
&
&
&
&

&
&
&
&
&

受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

す
ず
木
小
児
科・ア
レ
ル
ギ
ー
科

本町5―15―8
ラメゾン  ブランシュ2-A
☎042―401―2410

小
ア

西友

駐車場

けやき通り

小
金
井
街
道

前原町3―35―15
☎042―381―0987

野 

村 

医 

院

内

皮

リ 

ウ

前原坂上交差点

小
金
井
街
道消

防
署

市
役
所

南口

武蔵小金井駅

連雀通り

本町1―9―17
☎042―383―5511

小
金
井
太
陽
病
院

外
内
南口

武蔵小金井駅

農工大通り前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

本町1―18―3
ユニーブル武蔵小金井
スイート3階301号
☎042―387―8176

こ
が
ね
い
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニッ
ク

耳
ア

桜 

町 

病 

院
内
小

桜町1―2―20
☎042―383―4111

至武蔵小金井駅北口
桜町病院前

マ
ン
シ
ョ
ン
修
道
院

修
道
院

修
道
院

玉川上水
五日市街道

小
金
井
街
道

川
合
歯
科
医
院

本町1―19―2
☎042―381―2211

マンション

農工大通り

南口南口南口

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

貫井北町3―27―7
☎042―386―7288

一
中

本町住宅

歩道橋

公務員
住　宅

交番中大
附属高

北大通り

く
ろ
だ
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内
消

ドラッグストア

前
原
診
療
所

内
小
循

前原町3―17―1
☎042―381―1702

至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口

小
金
井
街
道
霊
園
通
り

前原坂上
交差点

前原坂下
交差点

東町4―16―21
☎042―388―4976

田
中
整
形
外
科

整
リ 

ハ
リ 

ウ

農工大通り
至東小金井駅南口

農協支店

連雀通り
交
番

新
小
金
井
駅 西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線 武蔵小金井駅

小
金
井
皮
膚
科
ク
リ
ニッ
ク

皮
ア

本町5―19―30
☎042―385―0233

北口

小
金
井
街
道

西
友

梶野町4―5―7
☎042―383―2078

久 

滋 

医 

院

内
小

梶野町交差点

北大通り
三小

北口
東小金井駅

地蔵通り

書
店

コンビニエンス
ストア

梶
野
通
り

貫井北町1―18―5
グリーンヒルズ小金井1F
☎042―321―8204

坂
元
歯
科
医
院

中央本線
電車庫

貫井北町
交差点

新
小
金
井
街
道

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

東
京
都
・
母
と
子
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
５
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１０日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

 
サエラ薬局武蔵小金井店
（ ）本町5－15－8ラメゾンブランシュ1階－A

☎042－316－1840

 
サザン薬局

（ ）本町6－5－3シャトー小金井1F
☎042－388－4229

 
薬局日本メディカル
（ ）本町1－18－3

☎042－316－5407

 
ココカラファイン薬局小金井店
（ ）本町1－8－14

☎042－386－2580

 
まえはら調剤薬局

（ ）前原町3－2－25
☎042－401－7887

 
調剤薬局北なが

（ ）本町5－18－13
☎042－381－2906

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

清　

里　

山　

荘

空
室
状
況
（　

月
７
日
現
在
）

１０

　

月
１１

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

　

日
１０
　

日
１１
　

日
１２
　

日
１３
　

日
１４
　

日
１５
　

日
１６
　

日
１７
　

日
１８
　

日
１９
　

日
２０
　

日
２１
　

日
２２
　

日
２３
　

日
２４
　

日
２５
　

日
２６
　

日
２７
　

日
２８
　

日
２９
　

日
３０○

：
空
室
あ
り　
△
：
空
室
少
し　
×
：
満
室

11月の行事
親子ふれあい体験教室（１日、
８日、１５日＝りんご狩り）、天
体教室＝１４日
平成２８年2月分の予約
１１月１日から受け付けます。
申し込みは、
☎０１２０－４８４－６４７（申込専用）
 ０５５１－４８－４６４６
http://koganei-kiyosato.com/
問合先　清里山荘（☎０５５１－
４８－４６４９）

FAX

（
日
）

（
月
）

（
祝
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
祝
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

一
般
棟

○○○×○○△○○○○○○○○○×△○○○○○○○○

団
体
棟

冬季期間（１１月〜３月）は、暖房設備がないため閉鎖

 

休
館
日

 

休
館
日

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　市報こがねいをより多くの方にお届
けするため、スマートフォン用アプリ
ケーション「ｉ広報紙」を導入しまし
た。いつでもどこでも市報こがねいを
閲覧することができます。ぜひ、ご利
用ください。
ｉ広報紙の主な特徴
渇　最新号が発行されると、アプリに
通知が届きます。
渇　気になる記事は、メールやＳＮＳ
等で簡単に共有できます。
利用方法
　ご利用のスマートフォン等に応じ
て、AppStoreもしくはGooglePlayで

「ｉ広報紙」と検索するか、下のＱＲ
コードを読み取り、アプリをダウンロ
ードしてください。
その他
渇　ｉ広報紙は株式会社ホープ（福岡
市中央区）が運営しています。閲覧
中に表示される広告について、その
内容に市は一切の責任を負いませ
ん。

渇　通信料は利用者
の負担となりま
す。

問合先　広報秘書課
広報係（☎０４２−３８７−９８０３）

市報こがねいが
スマートフォン等で閲覧できます

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　市のイメージキャラクターこきんち
ゃんをモチーフにしたピンバッジとチ
ャームを１０月１９日（月）から販売しま
す。
　１０月１７日、１８日に開催の小金井なか
よし市民まつりでは、会場内本部（都
立小金井公園江戸東京たてもの園前広
場）で、先行販売します。
価　格　各５４０円（税込）
サイズ　いずれも縦約２５勺×横約２２勺
×厚さ約１.４勺（留金およびピン部分
等を除く本体部分）

販売場所　商工会、商工会産業振興プ
ラン推進室「 黄  金  井 の里」、小金井タウ

こ が ね

ンショップ「 黄  金 や」（東町４−４２−２１）
こ がね

問 合 先　同 推 進 室（☎０４２−３１６−
１７６２）

　

今
年
の
農
業
祭
は　

月　

日

１１

１４

（
土
）
、　

日
（
日
）
に
コ
ミ
ュ
ニ

１５

テ
ィ
広
場
（
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
コ

ー
ト
）
と
小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
で
開
催
し
ま
す
。
宝
船
で
使

用
し
た
農
産
物
を
、
事
前
申
し
込

み
に
よ
り　

人
に
配
付
し
ま
す
。

３００

配
付
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午

１１

１５

後
１
時　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　
　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口

JR

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
（
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
コ
ー
ト
）

対　

象　

市
内
在
住
で
、
配
付
時

間
内
に
受
け
取
り
可
能
な
方

そ
の
他　

応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
し
、
結
果
を　

月
６
日
ま

１１

で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申　

込　
　

月　

日
（
消
印
有

１０

２２

効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
（
１

世
帯
１
通
）
の
往
信
用
裏
面
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
返
信
用

表
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、

経
済
課
産
業
振
興
係
「
農
業
祭
担

当
」
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
☎　

儿　

儿
９
８
８
２
）
へ
。

０４２

３８７

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

農
業
祭
の
宝
船
の
農
産

農
業
祭
の
宝
船
の
農
産
物物

無
料
配
付
事
前
申
込
を
受

無
料
配
付
事
前
申
込
を
受
付付

　
「
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
」を
見
つ

め
直
し
た
い
今
、
知
り
た
い
こ

と
、
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
を
集
め

た
マ
ル
シ
ェ
（
市
場
）
で
す
。
小

金
井
で
安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら
し

て
い
く
の
に
役
立
つ
モ
ノ
と
情
報

に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１０

２４

　

時
〜
午
後
４
時

１０と
こ
ろ　

上
之
原
会
館
（
右
下

図
）

主　

催　

第　

回
消
費
生
活
展
実

４９

行
委
員
会

そ
の
他　

▽
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
▽
マ
イ
バ
ッ
グ
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
▽
小
銭
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。
▽
当
日
ア
ン
ケ

ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に

は
粗
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

〈
エ
コ
バ
ッ
グ
に 

絵
を
描
こ
う
！
〉

と　

き　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１１

　

分
（　

時　

分
受
付
開
始
）

３０

１０

３０

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

２０

参
加
費　
　

円
（
材
料
費
）

５００

講　

師　

潮
田
博
昭
さ
ん
（
前
掛

け
企
画
製
造
販
売
会
社
社
員
）

〈
手
し
ご
と　

む
す
び
市
〉

　

市
内
で
活
動
す
る
ク
リ
エ
イ
タ

ー
に
よ
る
手
づ
く
り
商
品
、
自
家

製
パ
ン
、
焼
き
菓
子
、
軽
食
等
の

販
売
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

行
い
ま
す
。

〈
ミ
ニ
あ
ん
ぽ
ん
祭
り
〉

　

小
金
井
名
物
・
歌
と
腹
話
術
の

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
で
す
。

と　

き　

午
後
２
時
か
ら

出　

演　

マ
ス
タ
ー
木
村
（
歌
）、

い
ず
み
（
腹
話
術
）

〈
食
器
リ
ユ
ー
ス
市
と 

「
Ｒ
ｅ
食
器
」の
展
示
〉

　

ま
だ
使
え
る
食
器
の
販
売
と

「
Ｒ
ｅ
食
器
」
を
展
示
し
ま
す
。

〈
六
地
蔵
・
黄
金
の
水
を 

使
っ
た
け
ん
ち
ん
汁
、 

パ
ン
、コ
ー
ヒ
ー
販
売
〉

　

非
常
食
の
試
食
も
行
い
ま
す
。

〈
参
加
団
体
に
よ
る 

展
示
等
〉

▽　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
測

定
、
体
脂
肪
測
定
）

▽　

食
品
放
射
能
測
定
室
公
開

▽　

地
元
野
菜
・
鉢
花
の
販
売

▽　

雨
水
浸
透
ま
す
の
展
示

▽　

こ
き
ん
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
紹

介
・
販
売

▽　

パ
ネ
ル
展
示

▽　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
対
策
Ｄ
Ｖ

Ｄ
上
映
・
防
災
グ
ッ
ズ
展
示

▽　

消
費
生
活
相
談
室
の
案
内

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

第43回
第

回
消
費
生
活
展
マ
ル
シ
ェ
こ
が
ね

第　

回
消
費
生
活
展
マ
ル
シ
ェ
こ
が
ね
いい

４９４９
地
元
再
発

地
元
再
発
見見
２２　

儿儿
人
と
街
と
職
人
を
結

人
と
街
と
職
人
を
結
ぶぶ

！！！！

小
金
井
な
か
よ
し
市
民
ま
つ

小
金
井
な
か
よ
し
市
民
ま
つ
りり

消
費
者
部

消
費
者
部
門門

上之原会館

小金井保育園小金井保育園小金井保育園

郵便局

JR中央本線
武蔵小金井駅

西
友

至立川 至三鷹至三鷹

小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

市イメージキャラクター
こきんちゃんグッズに

ピンバッジとチャームが登場




